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▼第28回写真の町東川賞

▼旭岳にエコツーリズムセンター建設へ

おいしい手料理

【白花豆のとろとろ豆スープ】
　豆に含まれる植物たんぱく、食物繊維は、血糖値、
コレステロールの上昇を抑えてくれます。腸の働きを
活発にしてデトックス効果も期待できるでしょう。
 人参にはβカロテン、トマトにはリコピンなど栄養
素が凝縮されています。玉ねぎとにんにくは炎症を抑
え殺菌作用もあるアリシンがたっぷり含まれています。
 エキストラバージン・オリーブオイルは、昔から美
容オイルといわれています。ディルは東欧では、昔か
らにきびを治すハーブとしてよく使われます。

＜材料＞（５人分）
●白花豆…450ｇ
●玉ねぎ…600～700ｇ
●にんにく…１房
●人参…200～300ｇ
●パセリ…適量（お好み）
●ディル…適量（お好み）
●エキストラバージンオリーブオイル…大さじ５～７杯

＜作り方＞
① 豆はよく洗い、一晩ぬるま湯につけます。
② 一晩つけた豆を流水でよく洗い、水を入れた鍋に
　 かけて煮込みます。水が沸騰したら塩一つまみ、
　 オリーブオイル大さじ２の割合で順に入れ、豆が
　 柔らかくなるまで約１時間半炊きます。豆が柔ら
　 かくなると、お湯がとろみを増すので、ころあい
　 を見て火を止めます（柔らかくなった豆は煮込み
　 過ぎるとつぶれてしまうので要注意）。
③ 玉ねぎ、にんにく、人参をみじん切りし、鍋にオ
　 リーブオイルをひいて材料を入れ、中火で炒めま
　 す。きつね色になったら人参を加えてさらに２、
　 ３分間炒めます。
④ ②で出来た煮汁だけを野菜を炒めた鍋に移し、野
　 菜と一緒に約10分間煮込みます。パプリカパウ
　 ダー、トマトペーストの順に鍋に加え、塩、こし
　 ょうで味を調えます。
⑤ 一度火を止め、ブレンダーを使って鍋の中の野菜
　 を砕きクリーム状にします。
⑥ ⑤を鍋に戻し、豆を加えて弱火で再度加熱。約５
　 分間煮込んで味を馴染ませます。
⑦ ディル、パセリを添えてスープ皿に盛り付けまし
　 ょう。スパイシーな味がお好きなら、お好みでホ
　 ワイトペッパーを加えてください。

西洋風薬膳料理研究家　横山　アディナ
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。
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作
家
賞
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・
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第
28
回
写
真
の
町
東
川
賞

国
内
作
家
賞
は
16
年
ぶ
り
受
賞
で
松
江
泰
治
氏 

　

国
内
作
家
賞
は
松
江
泰
治
氏
。
地
理
学
科

出
身
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
そ
の
も
の

と
い
え
る
活
動
で
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

に
東
川
賞
新
人
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
作
家
賞
は
、
笠
原
美
智
子
委
員
の
リ

サ
ー
チ
に
よ
っ
て
絞
り
込
ま
れ
た
中
か
ら
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
根
ざ
し
た
写
真
作
品
の

制
作
を
重
ね
て
い
る
ア
リ
フ
・
ア
シ
ュ
ジ
ュ

氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

新
人
作
家
賞
は
志
賀
理
恵
子
氏
。
２
０
０

８
（
同
20
）
年
に
木
村
伊
兵
衛
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
活
動
を
し
て
い

る
写
真
家
を
対
象
と
す
る
特
別
作
家
賞
は
宇

井
眞
紀
子
氏
。
長
年
に
わ
た
る
ア
イ
ヌ
民
族

の
取
材
活
動
な
ど
に
対
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
写
真

家
を
顕
彰
す
る
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
、
審

査
員
全
員
一
致
で
南
良
和
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
東
川
賞
審
査
会
は
、
２
月
23
日
東

京
都
写
真
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
賞

式
は
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
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第28回写真の町東川賞

海外作家賞
Arif Aşçi（アリフ・アシュジュ）
＝トルコ・イスタンブール市在住＝

　1958（昭和33）年、トルコ南部のアダナ生まれ。1975
（同50）年から‘82（同57）年までイスタンブール美術ア
カデミーで絵画を学ぶ。1984（同59）年、同アカデミー
彫刻の指導教官（2年間）。退職後アジア諸国の旅に出て
写真家としてのキャリアを築く。1996-’97（平成8-9）年、
中国からトルコまでの1万2千キロメートルを遠征。「シ
ルクロードの最後のキャラバン隊（The Last Caravan on 
the Silk Road）」を出版。2003-2007年には、イスタンブ
ールの多層的なイメージをパノラマ表現した作品を制作。
内的な世界と外的な世界の双方への旅を結びつけたさまざ
まなシリーズの写真を発表。

国内作家賞 / 松江泰治（まつえ・たいじ）＝東京都在住＝
　1963（昭和38）年、東京都生まれ。’87（同62）年、東京大学理学部地理学科卒業。同年ツァイトフォトサ
ロンで初めての個展。’96（平成8）年、東川賞新人作家賞。2002（同14）年、「Hysteric 松江泰治」（ヒステ
リックグラマー）で木村伊兵衛写真賞受賞。1991（同3）年イエメンでの撮影を機に、順光のもと地表を精密
に均質に写しとる作品スタイルを完成させシリーズ〈gazetteer〉を展開。2001（同13）年からは同手法で都
市をとらえたシリーズ〈CC〉を発表。〈gazetteer〉や〈CC〉に写された写真の中から極小単位の画像を抽出
した〈cell〉、2010（同22）年から「動く写真」ともいうべき映像作品などを手掛ける。

Beykoz, Istanbul, 2004

Haskoy, Istanbul, 2009

Exit, Istanbul, 2005

JAPAN 1989 #12, 1989年 CHI 0254, 2003年 ANDES 07151, 2011年

日
の
７
月
28
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

受
賞
作
家
作
品
展
は
同
日
か
ら
８
月
19
日
ま

で
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
受
賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
７
月
29
日
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
ま
す
。

　

審
査
委
員
は
次
の
通
り
（
50
音
順
、
敬
称

略
）

　

浅
葉
克
己
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
、

笠
原
美
智
子
（
写
真
評
論
家
）
、
楠
本
亜
紀

（
批
評
家
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
、
佐
藤
時
啓

（
写
真
家
）
、
野
町
和
嘉
（
同
）
、
平
野
啓

一
郎
（
作
家
）
、
光
田
由
里
（
美
術
評
論

家
）
、
山
崎　

博
（
写
真
家
）

―　

◇　

―

国
内
作
家
賞

松
江
泰
治
氏
（
東
京
都
）

　

近
年
の
仕
事
「cell

」
で
は
、
イ
ー
ム
ズ

の
「POW

ERS OF TEN

」
の
世
界
を
彷
彿

と
さ
せ
る
大
型
フ
ィ
ル
ム
の
何
億
粒
の
銀
河

か
ら
「
そ
こ
で
写
っ
て
し
ま
っ
た
」
人
々
が

抽
出
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
家
の
エ
ゴ
の
表
出
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
、
光
学
シ
ス
テ
ム
の
宇
宙
か
ら

抽
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
。
被
写
体
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
々
の
、
決
し
て
カ
メ
ラ
を
意
識

し
な
い
姿
は
、
衛
星
写
真
か
ら
の
拡
大
の
よ

う
だ
。

　

最
近
の
個
展
で
は
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
動
画

に
挑
戦
し
て
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
の
今
日
的
高

解
像
度
を
生
か
し
た
画
面
は
、
注
視
し
な
い

と
動
画
と
は
気
が
つ
か
な
い
。
静
止
画
を
模

し
た
動
画
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

写
真
や
映
像
シ
ス
テ
ム
へ
の
批
評
的
ス
タ
ン

ス
と
も
い
え
る
作
風
が
今
回
の
評
価
に
つ
な

が
っ
た
。

海
外
作
家
賞

ア
リ
フ
・
ア
シ
ュ
ジ
ュ
氏
（
ト
ル
コ
・

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
）

　

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
は
東
洋
と
西
洋
を
結
ぶ

要
衝
と
し
て
の
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
に
臨
む
街
。

東
ロ
ー
マ
帝
国
と
し
て
、
そ
し
て
オ
ス
マ
ン

ト
ル
コ
帝
国
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と

ア
ジ
ア
大
陸
と
の
接
点
に
都
市
が
形
成
さ
れ

て
か
ら
２
千
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
。

　

ア
リ
フ
・
ア
シ
ュ
ジ
ュ
氏
の
パ
ノ
ラ
ミ
ッ

ク
な
写
真
は
、
都
市
の
歴
史
に
呼
応
す
る
よ

う
に
巧
み
に
明
と
暗
を
と
ら
え
る
。

　

あ
る
時
は
ネ
コ
が
、
ま
た
あ
る
時
は
カ
モ

メ
が
、
そ
し
て
被
写
体
と
し
て
選
ば
れ
た
画

面
の
何
か
が
時
間
の
動
き
を
気
付
か
せ
て
く

れ
る
が
、
そ
こ
に
と
ら
え
ら
れ
た
光
と
影
は

時
間
を
失
い
叙
情
的
な
風
景
と
し
て
見
る
も

の
を
魅
惑
す
る
。

　

白
黒
の
画
面
が
形
作
る
ミ
ニ
マ
ム
に
し
て

最
大
の
効
果
が
写
真
と
し
て
訴
え
か
け
る
。

基
本
的
な
〝
写
真
の
力
〞
が
決
め
手
に
な
っ

た
。

新
人
作
家
賞

志
賀
理
江
子
氏
（
名
取
市
）

　

い
つ
も
こ
の
賞
は
激
戦
で
あ
る
。
今
年
も

多
く
の
写
真
家
が
候
補
に
上
が
り
、
幾
多
の

議
論
を
経
て
決
定
し
た
。
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
よ
り
展
覧
会
の
制
作
の
た
め
に
訪
れ

た
宮
城
県
名
取
市
に
居
を
構
え
、
北
釜
地
区

の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
日
常
を
築
い

た
。
そ
し
て
昨
年
の
大
震
災
で
は
被
災
者
と

も
な
っ
た
。

　

仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
は
、
今
後
の
展

覧
会
に
向
け
て
、
昨
年
６
月
か
ら
10
回
に
わ

た
り
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
や
摩
擦
を
経
て
自
身
の
作
品
を

制
作
し
て
行
く
過
程
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
行
っ
た
。

　

そ
の
記
録
集
を
読
め
ば
志
賀
が
全
身
で
出

来
事
を
受
け
止
め
、
悩
み
そ
し
て
傷
つ
き
な

が
ら
も
柳
の
よ
う
に
強
靭
（
き
ょ
う
じ
ん
）

に
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
し
て
い
く
様
が

理
解
で
き
る
。

　

被
災
地
の
中
で
さ
え
そ
の
有
り
様
を
自
ら

の
イ
メ
ー
ジ
に
変
換
し
て
い
く
仕
事
は
独
特

で
あ
り
、
今
最
も
輝
い
て
い
る
写
真
家
の
一

人
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

特
別
作
家
賞

宇
井
眞
紀
子
氏
（
東
京
都
）

　

東
京
周
辺
に
住
む
ア
イ
ヌ
民
族
を
取
材
し

た
写
真
集
「
ア
イ
ヌ
と
き
ど
き
日
本
人
」
に

お
い
て
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
昨
年

さ
ら
に
20
年
に
渡
っ
て
取
材
さ
れ
た
二
風
谷

の
ア
イ
ヌ
民
族
の
女
性
を
中
心
に
据
え
た

「
ア
イ
ヌ
、
風
の
肖
像
」
を
出
版
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
〝
日
本
人
〞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

エ
リ
ア
か
ら
の
民
族
の
移
動
と
そ
の
混
血
に

よ
り
形
成
さ
れ
て
お
り
、
単
一
民
族
と
は
い

え
な
い
こ
と
は
今
や
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
は
東
北
か
ら
サ
ハ
リ
ン
に
か
け
て
の

先
住
民
族
で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
蝦
夷
（
え

ぞ
）
と
も
い
わ
れ
た
。
南
の
熊
襲
（
く
ま
そ
）

と
と
も
に
、
大
和
朝
廷
か
ら
の
呼
び
名
で
あ

り
、
被
差
別
と
し
て
の
歴
史
と
な
っ
た
。

　

現
在
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
公
に
教
わ
る
こ

と
も
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
現
在
日
本
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
丁
寧
に
取
材
し
た
活
動

は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
優
し
さ
に
満
ち
た

写
真
は
新
た
な
社
会
に
重
要
な
意
味
を
持
つ

だ
ろ
う
。

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞

南
良
和
氏
（
埼
玉
県
秩
父
郡
）

　

秩
父
出
身
の
南
氏
は
、
東
京
で
写
真
の
専

門
教
育
を
う
け
る
も
の
の
地
元
を
離
れ
ず
、

高
度
成
長
期
の
秩
父
と
い
う
山
村
の
習
俗
、

そ
し
て
そ
の
移
り
変
わ
り
を
50
年
に
わ
た
っ

て
丹
念
に
記
録
し
た
。

　

そ
の
写
真
は
精
妙
に
し
て
洒
脱
で
あ
る
。

す
で
に
各
種
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
が
、

「
秩
父
30
年
」
に
お
け
る
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う

に
荒
れ
た
〝
21
歳
の
嫁
の
手
〞
は
、
１
９
６

３
（
昭
和
38
）
年
と
い
う
時
期
の
山
村
を
寡

黙
に
表
象
す
る
。

　

こ
の
〝
嫁
〞
も
現
在
は
71
歳
と
な
っ
た
わ

け
だ
が
、
す
べ
て
の
写
真
が
古
び
ず
、
さ
も

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
語
り
か

け
て
く
る
の
は
、
南
氏
の
写
真
の
力
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

（
各
賞
受
賞
者
の
講
評
は
、
東
川
賞
審
査
会

委
員
、
佐
藤
時
啓
氏
の
講
評
か
ら
抜
粋
）
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　1980（昭和55）年、愛知県生まれ。2004（平成16）年、英国ロンドンのチェルシー美
術大学卒業。2005（同17）年、Mio写真奨励賞、2008（同20）年、写真集「Lily」（アー
トビートパブリッシャーズ）、「Canary」(赤々舎)で第33回木村伊兵衛写真賞、2009（同
21）年、ICP国際写真センターインフィニティーアワード（新人賞）受賞。同年から宮城
県名取市北釜にアトリエを構え、村の専属カメラマンとしてコミュニティーに溶け込むな
か、その土地で培われてきた個々人のオーラルヒストリーに耳を傾け、その経験を取り入
れた作品を村の人々と共同制作。

特別作家賞 / 宇井眞紀子（うい・まきこ）＝東京都在住＝
　1960（昭和35）年、千葉県生まれ。’83（同58）年、武蔵野美術大学卒業。’85（同60）年、日本写真芸術専門学校卒業。写真家、樋
口健二氏に師事。フリーランスで活動を始める。1992（平成4）年から20年に渡って北海道二風谷を子連れで繰り返し訪れ、アシリ・レ
ラさん（日本名山道康子、アイヌ語で「新しい風」の意）を中心にアイヌ文化を守りながら共同生活を送る老若男女のファミリーを撮影。
2001（同13）年、首都圏で生きる5千人近くのアイヌをとらえた写真集「アイヌときどき日本人」（社会評論者）出版。翌年同写真集で
第７回週間現代ドキュメント写真大賞、国内フォト・ルポ部門賞受賞。2010（同22）年、写真集「ASIR RERA：AINU SPIRITS」（新風
舎）を出版、第4回さがみはら写真新人奨励賞受賞。2011（同23）年写真集「アイヌ、風の肖像」（新泉社）を出版、銀座ニコンサロン
にて同個展開催。

Lily  2005

Canary  2007 タイトル未定、2010

北海道・二風谷（にぶたに）の集落の目の前を流
れるシシリムカ（沙流川《さるがわ》）　1993年

サ
パ
ン
ぺ（
男
性
の
儀
式
用
の
か
ぶ
り
も
の
）を
つ
け
た

少
年　

1
9
9
8
年

撃
た
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
熊
が
運
び
込
ま
れ
た
。急

遽
、熊
の
魂
を
神
の
国
へ
送
り
返
す
儀
式
を
執
り
行
う　

2
0
1
0
年

デートに出かける娘  1968年21歳の嫁の手　1963年
嫁とは、家にとってもっとも重宝な生きた道具。

家を忘れる嫁たち　1962年

旭
岳
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

恒
例
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、連
休
最
終
日
に
に
ぎ
わ
い

第28回写真の町東川賞

新人作家賞 / 志賀理江子（しが・りえこ）＝名取市在住＝

飛彈野数右衛門賞 / 南　良和（みなみ・よしかず）＝埼玉県秩父郡在住＝
　1935（昭和10）年、埼玉県秩父生まれ。東京綜合写真専門学校卒業。1967（同42）年、第4回太陽賞。翌年埼玉県文化奨励賞受
賞。’78（同53）年、第28回日本写真協会年度賞、’94（平成6）年第13回土門拳賞、’96（同8）年、第21回伊奈信男賞受賞など受賞歴多
数。生地である秩父を拠点に農家の嫁や農家の仕事といった農家の光陰に焦点をあてた作品で高く評価。虫おくり、甘酒こぼし、獅子舞、
悪魔はらいなど、地方に残る独特の風習、祭り、四季折々の自然の様子、信仰の拠りどころなどをライフワーク。

＜敬称略、いずれも佐藤時啓氏講評から抜粋＞

＊アイヌ語には、日本語には
ない発音があります。ここで
はカタカナを借用して表して
いますが、「リムセ（rimse）＝
踊り」「エムシ（emus）＝剣」の
ように、子音の閉音節を小さ
な文字で表記しています。
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環
境
省
は
大
雪
山
旭
岳
に
仮

称
「
旭
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ

ン
タ
ー
」
建
設
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
２
年
後
の
大

雪
山
国
立
公
園
指
定
80
周
年
に

合
わ
せ
て
完
成
の
予
定
。
道
内

で
先
行
し
て
い
る
知
床
地
域
に

次
ぐ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
東

川
自
然
保
護
官
事
務
所
に
よ
る

と
、
今
年
町
内
に
関
係
団
体
が

参
加
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
セ
ン

タ
ー
建
設
に
向
け
て
、
場
所
、

機
能
、
規
模
を
具
体
的
に
検
討
、

決
定
す
る
予
定
で
す
。
基
本
設

計
、
具
体
的
設
計
を
経
て
、
早

帰
り
温
泉
も
満
喫
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う

企
画
。
毎
年
常
連
と
い
う
旭
川
、
札
幌
の
家

族
連
れ
な
ど
６
５
８
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
を
起
点
に
、

期
間
中
３
日
間
有
効
な
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

て
町
内
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
連
休
後

半
の
３
、
４
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
ず
、

前
年
よ
り
48
人
減
の
参
加
者
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
店
の
開
店

効
果
と
相
ま
っ
て
若
い
年
齢
層
の
参
加
者
が

増
え
た
よ
う
で
す
。

　

５
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
後
半
３
日
間
、
連
休
恒
例
の
「
２

０
１
２
み
ち
く
さ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
町

内
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

東
川
商
工
会
が
主
催
し
ま
し
た
。
町
内
の

飲
食
店
、
ク
ラ
フ
ト
工
房
な
ど
を
巡
り
、
日

け
れ
ば
来
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
す
る
見
通

し
で
す
。

　

建
設
候
補
地
は
、
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

麓
駅
の
隣
接
地
。
木
造
２
５
０
平
方
㍍
程
度

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
４
月
施
行
）
に
伴
っ
て
、
道

内
２
番
目
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
実
現
機
運
が

高
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

地
域
の
自
然
環
境
保
全
に
配
慮
し
、
持
続

可
能
な
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
各
種
の
山
岳
型
体
験
観
光
モ
デ

ル
を
選
定
、
紹
介
、
運
営
す
る
機
能
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
本
格
運
営
を
目
指
し
て
、

ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
（
浜
辺
啓
会
長
）
は

今
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を

商
品
と
し
て
開
発
す
る
た
め
「
カ
メ
ラ
＆
ヘ

ル
シ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
「
登
山
道
整
備
と

保
全
」
「
岳
越
え
キ
ャ
ン
プ
」
「
女
子
旅
！

サ
イ
ク
リ
ン
グ
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
」
な
ど
、
年

間
10
プ
ラ
ン
以
上
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
試

行
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

旭
岳
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

旭
岳
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

恒
例
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、連
休
最
終
日
に
に
ぎ
わ
い

恒
例
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、連
休
最
終
日
に
に
ぎ
わ
い

エコツーリズムの第１回モニター講座「クロカンスキーとキトピロラーメンとごみ拾いと」。
夏見円選手（ＪＲ北海道）を講師に、クロスカントリースキーの本格講座（５月13日、旭岳ク
ロスカントリースキーコースで）

第1回モニター講座で特別に復活した名物・キトピロラーメン
（ヌタプカウシュペ）
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５
月
10
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田
常
男
さ

ん
（
65
）
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田
（
し
ん
せ

ん
で
ん
）
で
奉
納
米
お
田
植
え
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
神
宮
（
吉
田
源
彦
宮
司
）
の
神
前

に
奉
納
す
る
神
饌
米
を
道
内
１
カ
所
で
作
付

け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
気
温
は
、
北
寄

り
の
風
セ
氏
15
度
曇
り
（
午
後
２
時
現
在
）

と
や
や
肌
寒
い
も
の
の
、
例
年
よ
り
３
日
早

く
、
昨
年
よ
り
６
日
早
い
田
植
え
に
な
り
ま

し
た
。

　

６
人
の
介
助
役
と
12
人
の
早
乙
女
が
水
ぬ

る
む
水
田
に
素
足
で
入
り
、
ゆ
っ
く
り
と
リ

ズ
ム
を
刻
む
田
植
え
唄
（
う
た
）
に
合
わ
せ

て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し

た
。
町
内
の
専
門
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
中

の
台
湾
か
ら
の
研
修
生
２
人
も
加
わ
り
、
初

め
て
の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
に
当
た
る
抜
穂
祭
は
８
月
下
旬
か

ら
９
月
上
旬
ご
ろ
の
予
定
で
す
。
昨
年
は
夏

場
の
高
温
で
生
育
が
持
ち
直
し
、
９
月
８
日

に
抜
穂
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
内
田
植
え
は
例
年
よ
り
３
日
程

度
遅
く
、
15
日
過
ぎ
か
ら
本
格
化
し
ま
し
た
。

始
め
る
前
。
子
孫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
一
番
効
果
的
な
捕
獲
時
期
で
す
。

　

捕
獲
駆
除
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ね
お
す
の
メ
ン
バ

ー
ら
が
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
な
ど
で
す
で
に

５
月
に
入
っ
て
以
来
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
今
年
は
１
、
２
匹
程
度
し
か
女
王
蜂
の
姿

を
確
認
で
き
ず
、
こ
の
日
の
成
果
も
わ
ず
か

１
匹
。
参
加
者
は
「
こ
の
ま
ま
ハ
チ
が
い
な

く
な
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
…
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
羽
衣
公
園
で
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
捕
獲
駆
除
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
特

定
活
動
）
法
人
ね
お
す
が
実
施
し
ま
し
た
。

大
雪
と
東
川
町
の
自
然
を
守
る
会
会
員
や
町

民
約
30
人
が
参
加
。
補
虫
網
を
手
に
、
約
１

時
間
公
園
内
と
そ
の
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

駆
除
活
動
は
7
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
は
、
新
女
王
蜂
が
新
し
く
巣
を
作
り

　

五
影
開
（
い
つ
か
げ
・
か

い
）
と
い
う
ネ
ー
ム
で
写
真

作
家
活
動
を
し
て
い
る
俳
優
、

宍
戸
開
さ
ん
が
４
月
25
日
来

町
し
、
町
内
在
住
の
写
真
家
、

竹
田
津
実
さ
ん
と
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
日
開
店
し
た
「
モ
ン
ベ

ル
大
雪
ひ
が
し
か
わ
店
」
の

記
念
写
真
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
併
せ
て
来
町
し
ま
し
た
。

　

宍
戸
さ
ん
と
竹
田
津
さ
ん
は
、
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
な
ど

を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

の
番
組
中
、
竹
田
津
さ
ん
に
写

真
の
弟
子
入
り
を
す
る
、
と
い

う
設
定
で
出
演
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
交
流
が
出
来
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

展
示
写
真
は
、
ヒ
グ
マ
、
オ

オ
ワ
シ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
な
ど
北

の
動
物
た
ち
を
撮
影
し
て
き
た

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
写
真
展
。
同
時

に
宍
戸
さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
ま
し
た
。
写

真
は
動
物
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
描

き
出
し
て
い
ま
す
。

俳
優
の
宍
戸
開
さ
ん
が
来
町
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

俳
優
の
宍
戸
開
さ
ん
が
来
町
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
大
作
戦

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
駆
除
大
作
戦

　

君
の
椅
子
２
０
１
２
モ
デ
ル
の
町
内
第
１

号
は
、
25
区
、
農
業
、
高
橋
健
太
さ
ん

（
32
）
の
長
女
、
葵
ち
ゃ
ん
に
。

　

５
月
25
日
旭
川
市
内
の
道
立
旭
川
美
術
館

で
行
っ
た
「
君
の
椅
子
２
０
１
２
」
モ
デ
ル

の
発
表
席
上
、
マ
マ
の
美
代
子
さ
ん
（
34
）

に
抱
か
れ
て
、
真
新
し
い
木
の
香
り
い
っ
ぱ

い
の
椅
子
を
松
岡
市
郎
町
長
か
ら
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
生
ま
れ
た
葵
ち
ゃ
ん
は
、
早

く
も
体
重
８
㌔
㌘
を
越
え
て
元
気
い
っ
ぱ
い

の
女
の
子
。
少
し
暑
い
ほ
ど
に
晴
れ
わ
た
っ

た
日
差
し
を
浴
び
、
こ
の
日
は
お
昼
寝
を
邪

魔
さ
れ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
ご
機
嫌
斜
め
で
し
た

が
、
パ
パ
と
マ
マ
２
人
に
抱
か
れ
て
安
心
し

き
っ
た
様
子
。

　

健
太
さ
ん
と
美
代
子
さ
ん
は
「
椅
子
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
し
、
大
事
に
使
い
た
い
ネ
」

と
目
を
合
わ
せ
て
喜
び
い
っ
ぱ
い
。

　

今
年
の
モ
デ
ル
は
、
長
野
県
軽
井
沢
町
で

工
房
「
風
緑
木
」
を
開
い
て
い
る
工
芸
作
家
、

5
月
中
旬
を
迎
え
て
も
ス
キ
ー
一
般
林
間
コ

ー
ス
の
旭
岳
山
麓
駅
付
近
に
は
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
約
30
㌢
㍍
も
の
残
雪
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。

　

日
な
た
湿
地
帯
か
ら
白
い
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

と
鮮
や
か
な
黄
色
の
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

の
群
生
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

例
年
に
な
く
雪
が
多
か
っ
た
山
々
で
す
が
、

急
速
な
春
の
訪
れ
で
、
花
々
の
開
花
は
例
年

並
み
。
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
は
５
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

６
月
10
日
ご
ろ
に
は
日
本
一
遅
い
桜
、
チ
シ

マ
ザ
ク
ラ
も
開
花
し
ま
す
。

　

旭
岳
山
麓
の
木
道
散
策
コ
ー
ス
に
よ
う
や

く
本
格
的
な
春
が
到
来
し
ま
し
た
。
５
月
14

日
、
旭
岳
温
泉
街
の
皆
さ
ん
が
雪
解
け
遅
い

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
直
下
の
湿
地
帯
で
雪
割
り
を

し
、
春
を
待
っ
て
い
た
花
々
も
よ
う
や
く
本

格
的
な
出
番
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

今
春
の
大
雪
山
は
残
雪
が
た
っ
ぷ
り
残
り
、

出
光
晋
さ
ん
（
43
）
が
デ
ザ
イ
ン
、
町
内
で

家
具
工
房
「
木
魂
（
こ
だ
ま
）
」
を
開
い
て

い
る
木
工
芸
家
、
服
部
勇
二
さ
ん
（
57
）
が

制
作
し
ま
し
た
。

　

出
光
さ
ん
と
服
部
さ
ん
は
、
と
も
に
旭
川

市
内
の
家
具
製
造
会
社
、
カ
ン
デ
ィ
ハ
ウ
ス

（
旧
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）
の
出
身
。
以

前
職
場
で
一
緒
だ
っ
た
先
輩
、
後
輩
の
間
柄

だ
け
に
気
心
が
通
じ
合
っ
て
い
た
よ
う
。
デ

ザ
イ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
は
1
度
だ
け
で
す
ん

な
り
と
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

出
光
さ
ん
は
「
緊
張
す
る
こ
と
も
な
く
楽

し
め
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
制
作
し
た

服
部
さ
ん
は
、
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
担
当
。

「
お
互
い
同
僚
同
士
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の

で
、
出
光
さ
ん
が
工
場
に
来
て
く
れ
た
時
に

そ
の
場
で
や
り
取
り
す
る
だ
け
で
出
来
た
」

と
ス
ム
ー
ズ
な
仕
事
運
び
が
出
来
た
よ
う
で

す
。

　

「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
旭
川

大
学
磯
田
憲
一
客
員
教
授
が
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
剣
淵
、
愛
別
両
町
で
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年
第

1
号
で
椅
子
を
贈
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
「
君
の
椅
子
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
の
51
人
を
皮
切
り
に
、
翌
年
51
人
、
３
年

目
51
人
、
４
年
目
49
人
、
５
年
目
69
人
、
昨

年
50
人
と
、
延
べ
３
２
１
人
に
達
し
ま
し
た
。

剣
淵
、
愛
別
両
町
を
加
え
て
、
６
年
間
で
延

べ
４
３
７
人
が
小
さ
な
居
場
所
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
受
け
て
い
ま
す
。

豊
作
願
っ
て
神
饌
田
で
お
田
植
え
祭

豊
作
願
っ
て
神
饌
田
で
お
田
植
え
祭

君
の
椅
子
、今
年
の
第
１
号
は
高
橋
葵
ち
ゃ
ん

君
の
椅
子
、今
年
の
第
１
号
は
高
橋
葵
ち
ゃ
ん

旭
岳
、ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
下
の
木
道
に
よ
う
や
く
春
到
来

旭
岳
、ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
下
の
木
道
に
よ
う
や
く
春
到
来
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た
ん
で
す
。
そ
の
ま
ま
秋
に
な
っ
て
…
」
。

昨
冬
は
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
を
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
に
履
き
替
え
て
冬
の
間
も
自
転
車
通

勤
を
続
け
、
氷
点
下
の
豪
雪
で
も
バ
ス
通

勤
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
自
転
車
を
買
っ
た
自
転
車
店
の
チ
ー
ム

「
ボ
ビ
ッ
シ
ュ
」
（
旭
川
）
に
所
属
、
仲

間
約
20
人
が
集
ま
っ
て
「
旭
岳
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
記
録
会
」
と
い
う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
に
も
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
目
標
に
立
て

た
の
が
年
間
10
回
程

度
の
道
内
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
大
会
出
場
と
ツ

ー
ル
・
ド
・
北
海
道

へ
の
出
場
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
５

月
13
日
、
長
沼
町
水

郷
公
園
で
行
わ
れ
た

第
31
回
道
新
杯
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

（
札
幌
自
転
車
競
技

連
盟
主
催
）
が
幕
開

け
に
な
り
ま
し
た
。

◇

 

「
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
。
何
か
あ

 

毎
日
の
通
勤
は
、
雨
の
日
も
吹
雪
の
日

も
自
転
車
。
旭
川
市
内
の
勤
務
先
と
の
間

約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
約
15
分
間
（
夏
期

の
上
り
）
で
帰
宅
す
る
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ

で
す
。

　
「
自
転
車
を
買
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

車
で
通
勤
し
て
帰
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
、

と
い
う
か
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
車
に

あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
車
検
切
れ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い

 
「
何
で
も
鉄
を
溶
接
し
て
作
っ
て
く
れ

た
親
父
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
せ
い
か
、

古
い
も
の
を
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
結
構

得
意
な
ん
で
す
。
骨
董
（
こ
っ
と
う
）
品

や
古
い
お
も
ち
ゃ
が
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
」

と
選
ん
だ
勤
め
先
は
旭
川
市
内
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
。
道
具
や
古
い
物
の
多
少

の
不
具
合
は
何
で
も
直
し
て
し
ま
い
ま
す
。

る
と
す
ぐ
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
し
て
し
ま

う
」
と
い
い
ま
す
。

 

「
子
供
の
参
観
日
に
小
学
校
に
行
っ
て
、

ダ
ン
ベ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
る
と

す
ぐ
や
っ
て
み
た
り
…
。
妻
か
ら
は
『
じ

っ
と
し
て
い
て
！
』
と
怒
ら
れ
て
し
ま
う

ん
で
す
」
。
ど
う
や
ら
生
来
運
動
能
力
が

抜
群
で
〝
運
動
オ
タ
ク
〞
（
？
）
の
よ
う
。

18
歳
か
ら
始
め
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、
負

傷
さ
え
な
け
れ
ば
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

日
本
代
表
選
手
で
し
た
。

 

長
野
大
会
で
は
、
太
郎
さ
ん
に
代
わ
っ

て
弟
孝
雅
さ
ん
（
35
）
＝
札
幌
在
住
＝
が

出
場
。
孝
雅
さ
ん
は
そ
の
後
プ
ロ
ボ
ー
ダ

ー
と
し
て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
コ
ー
チ
ン
グ

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今井 太郎さん／26区
旭川市出身、37歳。北海道情報処理専門学校卒業（現北海道環
境福祉専門学校）。スノーボード（ハーフパイプ）で長野オリンピック
日本代表選手候補（1996～1997年シーズン）。海外遠征中に左
じん帯断裂のため23歳で現役選手を断念。リハビリを兼ねて始め
た自転車で頭角を表し、昨年の「ツール・ド・北海道2011」市民レ
ース第2ラウンドのロードレースに初出場で初優勝（S4クラス）。1つ
上のS3クラス優勝タイムにわずか20秒あまりに迫る１時間41分
01秒（平均時速39.19㌔㍍）を記録しました。今年はS3クラスに
上がって出場予定、連続優勝を狙います。今年の「ツール・ド・北海
道2012」は、9月14－17日開催予定、市民レース第2ステージは
「東川町（役場前）‐美瑛町（丸山公園）」＝87㌔㍍＝がコース。

▲職場のリサイクルショップで（旭川市東光）

▲旭岳を制覇する「チーム・ボビッシュ」ヒルクライム記録会に出場（5月20日）

5555今、生き生きと 会社員　今井　太郎（いまい　たろう）さん

　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
に

魅
入
ら
れ
、
す
っ
か
り
は
ま
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
。
昨
年
は
夏

合
宿
に
来
町
し
た
塩
野
絵
美
選

手
（
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）
と
一

緒
に
１
日
１
５
０
㌔
㍍
も
の
ロ

ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
こ
な
し
、

気
が
つ
け
ば
、
昨
年
の
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
北
海
道
」
に
初
出
場

し
て
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
初
優
勝
。

今
は
大
会
が
近
づ
く
と
、
通
勤

の
時
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね

て
忠
別
ダ
ム
を
一
周
し
、
約
１

時
間
を
か
け
て
通
勤
す
る
な
ど
、

ま
さ
に
〝
バ
イ
ク
オ
タ
ク
〞
ぶ

り
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま

す
。
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俳　

句

　

今
は
長
寿
社
会
だ
。
先
日
あ
る
と
こ
ろ
で
高

齢
者
と
言
っ
て
い
た
ら
叱
責
さ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
私
よ
り
歳
上
は
シ
ニ
ア
が
良
い
の
か
、
い

や
日
本
語
で
は
白
髪
が
良
い
の
か
…
、
な
ど
と

思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
あ
る
（
私
の
よ
う
に
部

分
的
…
い
や
全
体
が
白
髪
に
な
っ
て
い
る
訳
で

は
な
い
が
）
。

　

さ
て
三
羽
烏
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が
、

本
町
で
は
今
、
白
髪
三
人
衆
（
男
）
が
経
験
を

生
か
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

一
人
は
三
宅
良
昌
さ
ん
（
69
）
。
長
く
教
員

と
し
て
活
躍
後
高
校
校
長
な
ど
を
歴
任
し
て
本

町
の
教
育
長
を
1
期
勤
め
、
そ
の
後
教
育
振
興

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

主
た
る
業
務
は
東
川
高
校
と
学
校
法
人
・
北

工
学
園
専
門
学
校
の
存
続
支
援
。
少
子
化
社
会

の
中
で
、
生
徒
や
学
生
を
確
保
し
存
続
で
き
る

施
策
の
展
開
に
取
り
組
み
、
北
工
学
園
と
連
携

し
て
東
ア
ジ
ア
地
域
（
台
湾
、
韓
国
、
中
国
な

ど
）
を
重
点
対
象
に
、
本
町
で
日
本
語
学
習
が

で
き
る
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
３
年
間
で

す
で
に
３
０
０
人
近
い
学
生
が
来
町
し
て
い
る
。

講
師
陣
は
多
彩
で
、
生
き
生
き
と
学
生
と
接
し

て
い
る
シ
ニ
ア
先
生
の
方
々
は
美
し
い
。
留
学

生
は
ま
ち
な
か
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　

二
人
目
は
山
家
祥
幸
さ
ん
（
63
）
。
昨
年
か

ら
東
川
振
興
公
社
に
勤
め
て
い
る
。
20
歳
の
時

ク
ロ
ス
カ
ン
リ
ー
ス
キ
ー
全
日
本
選
手
権
大
会

50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
優
勝
の
経
験
を
持
ち
、
旭
岳

温
泉
、
キ
ト
ウ
シ
両
地
区
な
ど
で
合
宿
の
里

（
ラ
ガ
ー
ド
ル
フ
）
構
想
を
実
現
化
し
よ
う
と

各
界
に
働
き
か
け
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

本
町
合
宿
受
け
入
れ
推
進
の
た
め
尽
力
し
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
育
成
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
国
内
強
化
練
習
拠
点
施
設
と

し
て
旭
岳
温
泉
地
区
が
指
定
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
動
き
出
し
て
い
る
。
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

の
練
習
コ
ー
ス
も
試
行
的
に
整
備
し
、
昨
冬
は

高
校
生
な
ど
の
練
習
の
場
と
な
っ
て
い
た
。

　

三
人
目
は
西
原
義
弘
さ
ん
（
69
）
。
新
聞
記

者
、
ホ
テ
ル
支
配
人
な
ど
を
歴
任
し
、
４
月
か

ら
郷
土
史
（
誌
）
編
集
専
門
員
と
し
て
尽
力
し

て
い
る
。
豊
富
な
取
材
経
験
な
ど
を
元
に
さ
ま

ざ
ま
な
提
言
を
得
て
い
る
が
、
中
で
も
「
大
雪

山
に
関
す
る
総
合
的
な
資
料
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
町
の
価
値
を
高
め
る
」
に
は
素
直
に
納
得

す
る
。

　

白
髪
三
人
衆
（
男
）
に
は
、
１
．
行
動
が
早

い
、
２
．
情
熱
が
あ
る
、
３
．
人
脈
が
あ
る
―

と
い
う
こ
と
が
共
通
す
る
よ
う
だ
。
わ
れ
わ
れ

が
公
務
員
と
し
て
学
ぶ
べ
き
も
の
を
備
え
て
お

り
、
ま
さ
に
鏡
だ
。
「
経
験
は
最
良
の
教
師
な

り
」
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

町
づ
く
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
機
会
の
有
無
が
「
将
来

の
活
性
化
の
分
岐
点
」
に
な
る
と
感
じ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

シ
ニ
ア
三
人
衆
・
白
髪
三
人
衆

俳　

句

　タクシーやパトカーなど身近な乗り物から、
救急車、新幹線、ジャンボジェットなど10種類
の乗り物の運転席を大きな写真で紹介する乗
り物図鑑。小林可夢偉選手が乗っていたF1
（フォーミュラー1）用のレースカー、アポロ計
画で実際に使われた月面車、鉄道ファンから
絶大な人気を誇るD51の運転室も登場します。
本を立ててみると、B4判見開きの運転席はま
るで本当に運転しているような気分です。

　ペンギンのマンブルはタップダンスの達
人。彼の悩みは、息子のエリックがダンス嫌
いということ。ダンスが苦手なエリックは、父
の下から逃げ出してしまう。
　そんな時、ペンギンたちが暮らすエンペラ
ーランドが巨大な氷山の倒壊に巻き込まれて
しまった。マンブルは仲間たちを救うために
疾走する。エリックは勇敢な父の姿に大切な
ことを学んでいく。（100分）

　キリスト教信者の視点から人生を見据え、
多くの忘れ得ぬ小説作品を残した三浦綾子
氏。生前三浦さんが多くの雑誌、新聞等に寄
稿したまま単行本に収録されることのなかっ
たエッセイの数々が、生誕90周年を機に初め
て単行本として刊行されました。温かく真摯
（しんし）な視点で語られるエッセイは、三
浦さんが今も健在であるかのように語りかけ
ます。

ハッピ
ー
フィ
ー
ト
２

（
ア
ニ
メ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ワ
ー
ナ
ー
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ

丘
の
上
の
邂
逅（
一
般
書
）

著
／
三
浦 

綾
子
、三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
監
修

刊
／
小
学
館

大
き
な
運
転
席
図
鑑
ぷ
ら
す
運
転
手
は
き
み
だ
！（
絵
本
）

写
真
／
元
浦
年
康　
刊
／
学
研
教
育
出
版

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

旭岳温泉のチシマザクラ
　日本は桜の国。毎年春になると「桜前線の北上」に
多くの人がワクワクし、身近な場所での開花を心待ち
にします。
　６月、標高およそ1,100メートルの旭岳温泉にも桜前
線がやって来ます。旭岳温泉街で「桜」といえば「チ
シマザクラ(千島桜)」のこと。北海道と本州北部の高山
に分布する野生の桜で、日本で最も開花が遅い桜とし
て知られています。チシマザクラが咲くころは、周囲
のダケカンバやナナカマドも一斉に葉を開きはじめ、
初夏の訪れを感じます。
　ビジターセンターで仕事をしていると、このチシマ
ザクラが「最も遅い」だけではなく、「最も美しい」
桜に見えるようになってしまいました。半年も続く雪
の季節を過ごした連帯感でしょうか。それとも、静か
な森で控えめに咲く姿がそう思わせるのでしょうか？
　特に理由を探さなくても「うちの前の桜が一番」と
感じるのは、全国どこも一緒かもしれないですね。
　チシマザクラの樹高は、成長しても３～５メートル

五
月
晴
ふ
と
ク
レ
ヨ
ン
の
匂
ひ
け
り

老
木
の
桜
の
意
地
や
一
枝
咲
く

吾
も
妹
も
五
月
晴
の
日
生
を
受
く

定
年
の
先
輩
お
く
る
桜
か
な

お
茶
点
る
客
は
薫
風
招
き
た
り

山
桜
ひ
ふ
み
と
数
ふ
里
居
か
な

月
も
出
て
水
に
か
げ
ろ
ふ
桜
か
な

耳
あ
て
て
樺
の
息
吹
き
を
聴
く
子
か
な

夕
焼
け
の
色
に
問
わ
れ
し
忘
れ
も
の

友
か
ら
の
一
句
嬉
し
き
五
月
晴
れ

人
の
死
の
う
た
が
は
ず
し
て
さ
く
ら
散
る

稜
線
を
碧
々
と
見
せ
五
月
晴

祝
詞
よ
む
若
き
神
官
五
月
晴

踊
子
草
た
そ
が
れ
誘
ふ
庭
の
さ
ま

降
誕
会
甘
茶
注
ぎ
し
無
我
の
境

初
あ
ん
よ
笑
顔
は
じ
け
る
五
月
晴

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

程度。一つ一つの花
の大きさや形は、大
木になる桜とほとん
ど同じです。よく見
慣れている桜の満開
の様子に比べて花数
が少なめで控え目に
咲いているように見
えるでしょう（日当

たりが良い場所では、暗めの場所より花数は多いです
が）。
　花の色は、白色から桃色のやや濃いものまでさまざ
まです。花びらに透明感があり、新緑の中で咲いてい
ると木漏れ日が揺れているようにも見えます。
　旭岳温泉街の周辺というごく狭い範囲でも、場所
（あるいは株）によって開花時期に差があり、おもし
ろく感じます。毎年３週間前後に渡って、ここ温泉街
のどこかで花を見られるのではないでしょうか。一般
的に桜は一斉に咲いて散っていくイメージがあります。
でも山のチシマザクラの場合は育つ環境が多様なため
か、ちょっと不揃い（？）。その分長く楽しめます。
　ロープウェー山麓駅近くの植栽地が見やすいですが、
自然探勝路で見つける自生のものも心に残ります。ぜ
ひ探してみてください！

旭岳ビジターセンター　田  上  千  尋

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

根
元
か
ら
細
い
幹
が
た
く
さ
ん
出
る
樹
形
に
な
り
ま
す
。
幹
は
曲
が
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
で
す
。

タ
カ
ネ
ザ
ク
ラ
の
変
種
と
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
微
細
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ
大雪地区広域連合事務局…☎（直通）82－3697、（役場内線564、565）

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非
課税の方
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が120万円を越える方

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円を超え120万円以下の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課
税で前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が80万円以
下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課
税で前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が80万円を
超える方
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円未満の方
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上400
万円未満の方
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上600
万円未満の方
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上の方

対　象　者

第１段階

第２段階

第４段階

第３段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

保険料区分

基準額×0.46

基準額×0.46

基準額×0.75

基準額×0.70

基準額×0.88

基準額

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1.75

基準額×2.00

算定方法

28,150

28,150

45,900

42,840

53,850

61,200

76,500

91,800

107,100

122,400

保険料額
（年額、円）

25年度区　分 26年度本年度
28,236 28,240総　人　口（人） 28,269
8,252 8,391高齢者人口（人） 8,164
29.2 29.7高齢化率（％） 28.9

25年度区　分 26年度本年度
要支援１（人）
　〃　２（人）
要介護１（人）
　〃　２（人）
　〃　３（人）
　〃　４（人）
　〃　５（人）
合 　 　 計
出現率（全体％）

新

新

179
273
332
279
255
200
219
1,737
20.7

175
260
315
276
244
190
212
1,672
20.3

168
246
324
255
237
179
215
1,624
19.9

25年度区　分 26年度本年度
要介護１
　〃　２
　〃　３
　〃　４
　〃　５
合　　計

271
312
151
87
36
857

258
295
143
83
37
816

263
303
136
72
38
812

表３（人）

25年度区　分 26年度本年度
介護老人福祉施設
介護老人保健施設
介護療養型医療施設
　 合 　 　 計 　

188
142
23
353

188
142
23
353

188
142
23
353

表５（人）

25年度区　分 26年度本年度
要支援１
　〃　２
合　　計

105
211
316

105
203
308

102
183
285

表４（人）

  高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮し続けるため、大雪地区広域連合は介護保険法に基づいて本年度の第
５期介護保険事業計画を策定しました。人口、高齢者数、介護認定者数等の推計を行い、推計値と介護サービス
の利用動向に基づいて今後３年間の介護サービス量を見込んでいます。介護サービス報酬単価の見直しも行い、
介護報酬全体の改定率（1.2％）を踏まえて計画策定しました。詳しい内容は後日配付予定の介護保険パンフレッ
トでお知らせします。

　将来の人口推計は構成町（東川、東神楽、美
瑛３町）の高齢者福祉計画等を踏まえて調整を
図りました。
　今後3年間で総人口28,240人、高齢者人口は
8,391人、高齢化率29.7％（26年度見込み）とな
り、高齢化がさらに進行すると予測しています。

要介護（要支援）認定者の推計（表２）
　認定者の推計で1,666人（本年度）から1,783
人（26年度）に117人の増加が見込まれていま
す。出現率（65歳以上の高齢者人口）は本年度
19.9％を超え、26年度には20.7％になると推計
されます。
※出現率＝認定者数÷高齢者人口
※数値は第１号被保険者（65歳以上）における認定者数

サービス利用者の推計
・在宅（介護）サービス利用者の推計（表3）
　在宅サービス利用者の中で介護給付（要介護１以上）
に該当する利用者について推計しました。

施設サービス利用者の推計（表５）
　介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保
健施設、療養型医療施設）の利用者を推計しま
した。

国民健康保険料、介護保険料を改定します
―後期高齢者医療保険料は据え置き―

第５期介護保険料の算定改定を行いました第５期介護保険料の算定改定を行いました第５期介護保険料の算定改定を行いました 介護保険事業計画の今後3年間の推移をお知らせします介護保険事業計画の今後3年間の推移をお知らせします介護保険事業計画の今後3年間の推移をお知らせします
　大雪地区広域連合は、本年度から3年間の第5期介護保険料の料率を改定しました。
　介護給付費等は、介護保険制度では利用者負担（１割）を除いた費用の50％を公費（国、道、広域連合）で賄
い、残り50％を第１号被保険者（65歳以上）の保険料（21％＝第４期は20％）、第２号被保険者（40～64歳）
の保険料（29％＝第４期は30％）で賄うこととされています。
　介護給付費の増加に伴って保険料負担も増大している中、安定的な介護制度運営のためにはこれまで以上にそれ
ぞれの被保険者の方の負担能力に応じた保険料を算定する必要があるため、保険料負担段階の設定を行います。
１．第１号被保険者の保険料は、広域連合を構成する東川、東神楽、美瑛３町の高齢者の現状と将来推計、介護サ
ービスの利用見込みを行いました。今後の要介護認定者、介護サービス利用の状況の変化に的確に対応できる
よう第１号被保険者（65歳以上）の方の介護保険料の基準額（第６段階）を年額６万1,200円（月額換算
5,100円）と設定しています。

２．第１号被保険者の保険料は、第４期介護保険料の段階区分では「７段階」でしたが、第５期介護保険料では
「10段階」に変更となります。

３．第４期からの変更点は、第４期保険料の第３段階について「公的年金収入金額及び合計所得金額の合計額が
120万円以下」の方は第３段階、「公的年金収入金額及び合計所得金額の合計額が120万円を超える方」は第
４段階と２つの段階区分になりました。

４．第４期保険料は、第４段階の基準額と軽減（特例）２つの保険料設定でしたが、①第５段階、第６段階の２つ
の段階に明確に区分しました②国の基準改正によって第４期保険料の第５段階の方で、合計所得金額が200万
円未満の方の基準を改め、同段階相当である第５期保険料の第７段階で算定基準額を変更し、合計所得金額が
190万円未満としました。

５．被保険者の負担能力に応じたものとするため、第４期保険料における第７段階は合計所得金額が「400万円以
上600万円未満」の方を第９段階、「合計所得金額が600万円以上」の方を第10段階として新設しました。

６．「保険料区分」は、被保険者本人の課税及び所得状況、被保険者の属する世帯の課税状況（４月１日現在）に
よって10段階に区分しています。

第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料

表1

表２

・在宅（介護予防）サービス利用者の推計（表4）
　在宅サービス利用者の中で介護予防（要支援１・２）
に該当する利用者について推計しました。
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A word from another world
FAQ’s
As a foreigner living in Japan, I frequently receive curious, innocent stares and interesting(※1) 
questions. So, for this month’s article I would like to share a list of my top FAQ’s (frequently asked 
questions). Please enjoy:
Q: How old are you? 
A: I am 22 years old. 
Q: Do you like Japanese food? 
A: Yes. Sushi and soup curry are two of my 
favorite Japanese dishes. 
Q: Do you eat rice in America? 
A: Yes. Rice is a common dish in America.
Q: Do you like Japanese men?
A: This question always confuses me. I like all 
Japanese people: men, women and children. So, 
yes, I like Japanese men. If you mean to ask, 
“Are you interested in dating Japanese men?” I 
would answer with,  “It depends on the charac-
ter of the man, regardless of his ethnicity.”
Q: Do you have a boyfriend?
A: At the time of writing this, no.
Q: What do you eat for breakfast?

よくある質問
　私は日本に住む外国人なので、よく好奇心いっぱいの無邪気な目で見つめられ、おもしろい質問(※1)をされ
ます。そこで今月は、もっともよく受ける質問をみなさんにご披露いたします。どうぞお楽しみください。
Ｑ　何歳ですか。
Ａ　22歳です。
Ｑ　日本食は好きですか。
Ａ　はい。中でも寿司とスープカレーがお気に入りです。
Ｑ　米国でも米を食べますか。
Ａ　はい。米は一般的な食べ物です。
Ｑ　日本男性は好きですか。
Ａ　いつも困ってしまう質問です。日本人は男性、女性、子供に拘わ
らずみんな好きです。だから、答えは「はい」ですね。もし「日本人男
性とデートする気はありますか。」という意味だとしたら、「それは相
手次第。どこの民族かは問いません。」
Ｑ　ボーイフレンドはいますか。
Ａ　これを書いている時点では、答えはノーです。
Ｑ　朝食は何を食べますか。

（訳：宮地晶子）

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第87回

一万時間の法則

A word from another world

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　interesting（※１） 
という言葉は、辞書に
は「興味深い」とあり
ますが、相づちなどで
は、返事のしづらい時
や少し皮肉を込めて
使うこともあるので
ご用心。オートミール
（※２）は、えん麦の
こと。これに、ドライ
フルーツやナッツを入
れて甘味をつけたの
がミューズリーです。
オートミールは食物繊
維が豊富で保存も効
きます。レンジにかけ
て、梅干しや紅鮭で食
べてもおいしいですよ。

No.8

　帚木蓬生（は
はきぎ・ほうせ
い）著「ソルハ」
（あかね書房刊）
という本を読みま
した。「ソルハ」と
はアフガニスタン
の言葉で「平和」
という意味です。
主人公はタリバ
ン政権下で力強く
生きる女の子、ビ

ビ。学校が爆撃され、母も殺されて、一人で家にいる彼女
に、父親が教えてくれたのが「１万時間の法則」です。
　「科学者やスポーツ選手、画家や音楽家、職人や技術者
など、500人くらいを細かく調査した結果だからね。１日に
３時間、それを10年間続けると、およそ１万時間になる。同
じことに10年間打ち込めば、必ずその道で一流になれる。
ビビのお母さんもそうやってアラビア語がペラペラになっ

たんだよ」と。これを聞いたビビは10年後の明るい未来を
信じて、一人で１日3時間英語を覚え始めます。その姿は希
望そのものです。
　マルコム・グラッドウェル（米国在住コラムニスト、雑誌
「ニューヨーカー」スタッフライター）も、著作「ＯＵＴＬＩ
ＥＲＳ（天才！成功する人々の法則）」（日本語版講談社
刊）の中で同じことを言っています。
　心理学の研究を元にたどり着いたのは、いわゆる天才と
呼ばれる人たちが例外なく1万時間の訓練期間があったと
いう事実。例に挙げているのは、ビートルズやビル・ゲイツ
です。さしずめ日本なら6歳からゴルフを始めた石川遼でし
ょうか。宮里藍も4歳から練習をしています。
　ゴルファーのような特殊な仕事だけではありません。一
般的な職業についても同じことが言えます。しかも仕事の
場合、毎日8時間以上費やすので、もっと早くその域に達す
ることが可能です。最初から１万時間も、というと気が遠く
なります。まずは200時間を一つの目安に積み上げていき
ましょう。伸びる自分を実感できるはずです。

A: I usually eat eggs or oatmeal(※2) for break-
fast. Sometimes I enjoy muesli with milk and 
berries. 
Q: Do you like beer?
A: I prefer wine, though I do enjoy a quality 
brew with friends from time to time. 
Q: Did you eat sushi before coming to Japan?
A: Yes I did. 
Q: Do you cook Japanese food at home?
A: I often cook rice and fish but I don’t usually 
cook traditional Japanese meals. 
Q: Can you use chopsticks?
A: I use them everyday. 
Q: What sports do you like?
A: I like to play volleyball, tennis, Ping-Pong, 
skiing and snowboarding. I also enjoy hiking 
and jogging. 

Ａ　たいていは卵かオートミール(※2)です。ミルクとベリー類を入れ
てミューズリーを食べることもあります。
Ｑ　ビールは好きですか。
Ａ　ワインの方が好きです。でもたまに友人と飲む上質なビールは
いいですね。
Ｑ　来日前に寿司を食べたことは？　
Ａ　あります。
Ｑ　家で和食を作ることは？
Ａ　米と魚はよく調理しますが、いつも伝統的な和食というわけで
はありません。
Ｑ　箸は使えますか。
Ａ　毎日使ってます。
Ｑ　スポーツは何が好きですか。
Ａ　バレー、テニス、卓球、スキー、スノーボードです。ハイキング
やジョギングも好きです。

Karin Strom

カリン　ストロム

○環境シンポジウム
　農村環境改善センター（16日後1時20分）
○ヌプリコロカムイノミ
　たいまつ行進、森のレストラン　など
　（16日後７時から、旭岳青少年野営場）
○SEA TO SUMMIT 2012
　忠別湖～旭岳（カヤック、バイク、登山）
　（17日前7時、忠別湖親水広場スタート）
町民無料シャトルバス運行（16日）
定員40人(申し込み締め切りは６月15日)
☎82―3761

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会
ひがしかわ観光協会　☎82―3761
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第
54
回
旭
岳 
山
の
祭
り

大
雪
旭
岳
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 
２
０
１
２

６
月
16
日
㈯
、17
日
㈰（
雨
天
決
行
）

第
54
回
旭
岳 
山
の
祭
り

大
雪
旭
岳
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 
２
０
１
２

６
月
16
日
㈯
、17
日
㈰（
雨
天
決
行
）

○環境シンポジウム
　農村環境改善センター（16日後1時20分）
○ヌプリコロカムイノミ
　たいまつ行進、森のレストラン　など
　（16日後７時から、旭岳青少年野営場）
○SEA TO SUMMIT 2012
　忠別湖～旭岳（カヤック、バイク、登山）
　（17日前7時、忠別湖親水広場スタート）
町民無料シャトルバス運行（16日）
定員40人(申し込み締め切りは６月15日)
☎82―3761

●環境シンポジウム
　農村環境改善センター（16日後1時20分）
●ヌプリコロカムイノミ
　たいまつ行進、森のレストラン　など
　（16日後７時から、旭岳青少年野営場）
●SEA TO SUMMIT 2012
　忠別湖～旭岳（カヤック、バイク、登山）
　（17日前7時、忠別湖親水広場スタート）
町民無料シャトルバス運行（16日）
定員40人(申し込み締め切りは６月15日)
☎82―3761
道 草 館 発
旭岳温泉発

旭岳温泉着
道 草 館 着

16：20
20：40

15：40 ⇒
20：00 ⇒

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会
ひがしかわ観光協会　☎82―3761

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会
ひがしかわ観光協会　☎82―3761



くらし
・

ネットワーク

　
父

峻

徳

紀俊

亮司

　
母

あかね

直美

奈々恵

陽子

　
行政区

11区
17区西町
西町2丁目
26区

お 誕 生
生まれた子

小林　虹子

山本　翔惺

船元　咲花

木村　大智

こばやし　  に  こ

やまもと　しょうせい

ふなもと　 さくら

  きむら　   だいち

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

扶養親族の住民税控除
控除額

～15歳 16～18歳 19～22歳 23～69歳 70歳以上 年齢

45万円

廃止
年少扶養親族
「33万円」

廃止
上乗せ部分
「12万円」

一般控除対象
「33万円」

一般控除対象
「33万円」

特定扶養親族
「45万円」 老人扶養親族

「38万円」

同居親族等加算
「７万円」

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
国
民
年
金
制
度
の

被
保
険
者
と
な
り
、
４
８
０
月
（
40
年

間
）
に
渡
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

国
民
年
金
は
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ

っ
て
被
保
険
者
が
死
亡
ま
た
は
３
級
程

度
の
障
害
に
至
っ
た
場
合
、
遺
族
基
礎

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

し
か
し
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の

場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
に

通
学
し
て
い
る
学
生
で
あ
っ
て
、
保
険

料
が
未
納
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
の
支

給
対
象
と
な
る
よ
う
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。
申
請

に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
最
低
必
要
と
な
る
受
給
資
格

期
間
（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
25
年

に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
老
齢

基
礎
年
金
額
の
計
算
対
象
期
間
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）
。

　

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
（
40
年
保
険

料
納
付
済
期
間
）
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受

け
た
期
間
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に
保
険

料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
転
入
先
の

市
区
町
村
役
場
に
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は

特
別
永
住
者
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
が

必
要
）
を
持
参
し
て
「
転
入
届
」
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住
者
証

明
書
を
持
参
し
な
い
場
合
、
窓
口
に
再

度
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
在
留
資
格
の
変
更
等
の
届
け
出

　

市
区
町
村
役
場
へ
の
届
け
出
は
必
要

な
く
な
り
ま
す
。

　

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間
の
更

新
等
の
手
続
き
は
、
入
国
管
理
局
で
許

可
を
受
け
た
後
に
市
区
町
村
役
場
に
も

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
施

行
後
は
入
国
管
理
局
で
手
続
き
を
す
る

だ
け
で
済
み
ま
す
。

▼
住
民
票
を
作
成
す
る
対
象
者

　

3
カ
月
を
超
え
て
適
法
に
在
留
す
る

外
国
人
で
、
住
所
を
有
す
る
方
。
①
中

長
期
在
留
者 

（
在
留
カ
ー
ド
交
付
対
象

者
）
②
特
別
永
住
者
③
一
時
庇
護
許
可

者
ま
た
は
仮
滞
在
許
可
者
④
出
生
に
よ

る
経
過
滞
在
者
ま
た
は
国
籍
喪
失
に
よ

る
経
過
滞
在
者
―
が
該
当
し
ま
す
（
観

光
目
的
な
ど
短
期
滞
在
者
等
を
除
く
）
。

　

入
国
管
理
局
、
市
区
町
村
役
場
へ
の

手
続
き
忘
れ
な
ど
で
外
国
人
登
録
証
明

書
の
在
留
期
間
、
資
格
を
更
新
し
て
い

な
い
方
は
住
民
票
を
作
成
で
き
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
猶
予

さ
れ
て
い
た
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の

加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
申
請
に
は
、
下

記
の
書
類
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

　

類
（
在
学
証
明
書
、
学
生
証
）

・
平
成
23
年
中
の
所
得
証
明
（
平
成
24

　

年
1
月
1
日
現
在
東
川
町
在
住
の
場

　

合
不
要
）

・
年
金
手
帳
、
印
鑑

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
―
１
６
１
１

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

の
お
知
ら
せ

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬

病
予
防
法
で
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
犬
の
新
規
登
録
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
こ
の
機

会
に
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
動
物
病
院
等
で
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
（
手
数
料
5
5
0
円
）
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
定
住
促
進
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

６
月
９
日
（
土
）
午
前
９

　

時
〜
11
時
半
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

料
金　

犬
の
新
規
登
録
料
3
千
円
、
狂

　

犬
病
予
防
注
射
3
千
4
0
円

※
犬
の
所
有
者
の
変
更
や
、
犬
が
死
亡

　

し
た
場
合
は
届
け
が
必
要
で
す
。
住

　

民
室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

環
境
影
響
評
価
書
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
２
５
）
、
町
有

地
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内

線
２
２
１
）
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
☎

（
内
線
２
２
６
）

北
海
道
環
境
影
響
評
価
縦
覧
の
お
知

ら
せ

　

北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

づ
く
環
境
影
響
評
価
書
（
以
下
、
評
価

書
）
、
評
価
対
象
と
な
る
道
路
の
都
市

計
画
図
書
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

事
業
の
名
称　

「
旭
川
圏
都
市
計
画
道

　

路
３
・
３
・
６
２
東
旭
川
東
神
楽
通
」

種
類
、
規
模　

道
路
の
拡
幅
及
び
新
設

　

（
車
線
数
４
車
線
、
延
長
約
10
㌔
㍍
）

縦
覧
期
間　

▼
評
価
書　

６
月
８
日

（
金
）
〜
７
月
９
日
（
月
）
＝
土
、
日
、

祝
日
除
く
）
▼
都
市
計
画
図
書　

６
月

８
日
（
金
）
〜
同
月
21
日
（
木
）
＝
土
、

日
、
祝
日
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

町
企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
、

　

上
川
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境

　

生
活
課

お
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
環
境
生
活
部

　

環
境
局
環
境
推
進
課
☎
０
１
１
―
２

　

０
４
―
５
１
９
０

町
有
地
、建
物
を
売
り
払
い
ま
し
た

　

東
川
町
は
こ
の
ほ
ど
、
３
カ
所
の
町

内
町
有
地
、
建
物
を
売
り
払
い
処
分
し

ま
し
た
。
町
議
会
全
員
協
議
会
で
協
議

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

未
利
用
地
、
未
利
用
建
物
を
有
効
利

用
す
る
た
め
「
売
り
払
い
処
分
に
関
す

る
基
準
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
有
効
利
用
が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
隣

接
地
（
所
）
所
有
者
が
希
望
す
れ
ば
優

先
し
て
売
り
払
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

①
南
町
３
丁
目
（
旧
天
人
閣
寮
跡
地

約
９
２
０
平
方
㍍
）　
　

佐
々
木
茂
雄

氏
（
大
阪
市
在
住
）
。
住
宅
を
建
設
し

て
近
く
移
転
居
住
す
る
た
め
。

　

②
東
２
号
北
36
番
地
町
有
林
（
約
５

・
７
㌶
）　

竹
田
津
未
生
氏
（
さ
い
た

ま
市
在
住
）
。
両
親
宅
隣
接
地
に
住
宅

を
建
設
し
て
移
転
居
住
す
る
た
め
。

　

③
南
町
１
丁
目 

（
約
１
５
２
平
方
㍍
、

旧
第
一
消
防
分
団
車
庫
と
用
地
）　

浜

辺
令
氏
（
町
内
在
住
）
。
雑
貨
、
飲
食

店
舗
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
。

町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す

　

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
ポ
テ
ト
）
の
協
力
で
町
民
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

が
対
象
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

を
し
て
パ
ソ
コ
ン
で
電
子
メ
ー
ル
な
ど

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
☎
内
線
１

１
1
）
、
転
入
・
転
出
な
ど
は
（
☎
内

線
１
１
２
、
１
１
３
）

外
国
人
に
関
す
る
登
録
制
度
が
変
わ

り
ま
す

　

現
在
日
本
国
内
に
在
住
の
外
国
人
住

民
の
方
は
、
７
月
９
日
か
ら
日
本
人
と

同
様
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日

本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国

管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
」
「
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
と
も
に

21
年
７
月
15
日
公
布
、
今
年
７
月
９
日

施
行
）
に
伴
っ
て
、
外
国
人
登
録
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

住
民
票
は
外
国
人
登
録
の
内
容
を
基

に
作
成
さ
れ
ま
す
。
市
区
町
村
役
場
に

　

い
た
一
般
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

　

廃
止
（
16
歳
以
上
19
歳
未
満
）
。

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
。
課

税
に
関
し
て
は
☎
（
内
線
１
２
３
、
１

２
４
）
、
納
付
に
関
し
て
は
☎
（
内
線

１
２
１
）

個
人
住
民
税
の
改
正
で
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
分
が
廃
止
、縮
小

　

本
年
度
か
ら
住
民
税
の
扶
養
控
除
が

見
直
し
に
な
り
、
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
に
対
す
る
扶
養
控
除
額
33
万
円
が
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
16
歳
以
上
19

歳
未
満
の
特
定
扶
養
親
族
の
方
を
対
象

に
一
般
扶
養
控
除
額
12
万
円
の
上
乗
せ

控
除
も
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

23
年
分
か
ら
の
所
得
税
扶
養
控
除
の

見
直
し
に
伴
っ
て
住
民
税
の
見
直
し
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

▼
廃
止
と
な
っ
た
控
除
額
（
図
を
参
照
）

①
年
少
扶
養
控
除
に
対
す
る
扶
養
控
除

　

廃
止
（
16
歳
未
満
の
者
）
。

②
特
定
扶
養
控
除
の
方
を
対
象
と
し
て

新
し
い
住
所
を
届
け
出
て
い
な
い
方
は

お
住
ま
い
の
住
所
が
確
認
で
き
な
い
た

め
住
民
票
が
作
成
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
正
確
な
外
国
人
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
新
た
な
在
留
管
理
制
度
が
ス
タ
ー

ト
」
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
外
国

人
住
民
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
に

つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
主
な
変
更
点
〕

１
外
国
人
住
民
の
方
も
住
民
票
を
作
成

　

外
国
人
住
民
も
住
民
基
本
台
帳
法
の

適
用
対
象
と
な
り
、
日
本
人
と
同
様
に

住
民
票
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
住
民
基
本
台
帳
法
と
外
国

人
登
録
法
の
別
々
の
制
度
で
把
握
し
て

い
た
複
数
国
籍
世
帯
（
外
国
人
と
日
本

人
で
構
成
す
る
一
つ
の
世
帯
）
は
、
世

帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

等
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

外
国
人
住
民
の
方
に
と
っ
て
利
便
性
が

向
上
し
ま
す
。 

２
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
替
え
て

「
在
留
カ
ー
ド
」
「
特
別
永
住
者
証
明

書
」
を
交
付

　

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
替
わ
っ

て
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特
別
永

住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は
新
制
度
施

行
後
も
引
き
続
き
有
効
で
す
の
で
、
す

ぐ
に
切
り
替
え
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
制
度
施
行
後
最
初
の

更
新
時
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

３
市
区
町
村
役
場
、
入
国
管
理
局
へ
の

届
け
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

●
住
所
に
関
す
る
届
け
出

　

住
所
の
変
更
を
す
る
場
合
、
現
行
で

は
転
出
地
の
市
区
町
村
役
場
で
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
制
度

で
は
、
日
本
人
と
同
様
に
「
転
出
届
」

「
転
入
届
」
が
必
要
で
す
。

　

転
出
地
の
市
区
町
村
役
場
で
「
転
出

6月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,900人
3,752人
4,148人
3,370戸

5人
9人

80人
51人

　
25人）

4人）
21人）
35戸）

人口・世帯数　4月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

写真と地域資源を生かした観光シンポジ
ウム（後1時半、役場大会議室）
東川小学校等実施計画町民説明会（後
7時、農村環境改善センター）
SEA TO SUMMIT開会式、シンポジウ
ム（後１時、農村環境改善センター）
旭岳山開き安全祈願祭（後４時半、旭岳
ロープウェイ山麓駅）、山の祭り（後６時半、
旭岳温泉青少年野営場）＝17日㈰まで
大雪地域広域連合議会（前9時半、東川
町議会議場）
町議会第2回定例会（前9時半、議場）＝
21日㈭まで

第34回町民体育祭（前9時、町民運動公園）

11日㈪

13日㈬

16日㈯

18日㈪

20日㈬

7月　　　
１日㈰

人のうごき　4月16日～5月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
28区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
越高　大輔　　　今井　千裕

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

79歳
79歳
95歳
88歳
82歳
96歳
78歳

　
歳

　
行政区
21区
南町1丁目
北町3丁目
東町2丁目
31区
北町2丁目
南町2丁目

届出人
餅田　ミチ子
岡田　光子
香川　慧
落合　シズヱ
藤田　厚志
大澤　キミヱ
石上　眞弓

おくやみ
亡き人
餅田　光男
岡田　忠利
香川　ハツヱ
落合　豊
藤田　イソノ
大澤　清作
石上　則明
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都市建設課工事・委託の入札結果 町発注工事及び委託の入札結果をお知らせします。

4月23日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

入札日

第三地区道路舗装工事

南４条道路外４路線及び緑化施設整備工事

西部処理区管渠新設工事（第１工区）

西部処理区管渠新設工事（第２工区）

大雪消防組合第三分団建設実施設計委託業務

上岐登牛道路実施設計等委託業務

西部処理区管渠実施設計委託業務（１号幹線）

公園芝刈等管理委託業務

事　業　名　等

花本建設㈱

㈱藤田組

㈱藤田組

藤田建設工業㈱

㈱富居建築設計事務所

五大建設コンサルタント㈱

㈱日水コン北海道支所

㈲まるイ ノザワ物産

請負業者

15,540,000

150,150,000

14,910,000

2,677,500

2,625,000

5,040,000

5,754,000

2,929,500

請負価格
（税込み、円）

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

契約方法等

会 場 旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（実施機関：旭川厚生病院）

そ の 他

○特定健診を受診される方は、健診当日特定健診受診券、健康保険証、健診
　料金が必要
○がん検診を受診する農協正組合員（本人と家族の方）、准組合員（本人の
　み）の方は、自己負担額に対して後日農協から助成があります。申し込み
　時にお申し出ください

申 し 込 み 広報５月号と一緒に配布した申し込み用紙、または電話でお申し込みください
保健指導室☎82-2111（内線505、506、507）

対 象

＜特定健診＞
　特定健診受診券をお持ちの
　①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者
　②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被扶養者
　　（厚生病院、がん検診センターで受診できるかを事業主などにご確認く
　　ださい）
＜がん検診＞
　○30歳以上の町民（平成25年３月31日現在の年齢）
　○子宮頚（けい）がん検診は20歳以上の町民の女性

検 査 項 目
料 金 広報４月号と一緒に配布した「平成24年度健診のご案内保存版」をご覧ください

日 時
6月25日(月)、26日(火)、27日(水)
午前7：00～同9：00
（30分ごとに受け付け）

6月13日（水）、7月9日（月）
午前７：50（集合）

締 め 切 り ６月11日（月） 希望日の２週間前

特定健診とがん検診の申し込みはお早めに
保健福祉課本年度前期の集団健診です。申し込みは締め切り間近です。

計 55

その他 6 ○観光○施設利用　など

提案（意見）、
要望 41

○東小移転○コンサートの開催
○検診日程○防災対策○自然エ
ネルギーの活用○路線バス○交
通安全　など

苦情 8 ○会費○広報誌面○職員の対応
　など

区分 件数 主な内容

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ど
の
在
校
生

申
し
込
み　

各
自
治
振
興
会
、
事
業
所

　

に
配
布
の
所
定
申
し
込
み
用
紙
に
よ

　

る
（
事
前
申
し
込
み
が
不
要
の
個
人

　

種
目
も
あ
り
ま
す
）

締
め
切
り　

６
月
15
日
（
金
）

「
町
長
の
手
紙
」で
多
く
の
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
度
は
39
通
の
「
町
長
の
手
紙
」

を
い
た
だ
き
、
55
件
の
提
案
、
要
望
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
記
名
の
あ
っ
た
方
に
は
町
長
か
ら

回
答
い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
、
ご
要

望
を
い
た
だ
く
た
め
の
用
紙
は
６
月
号

広
報
に
添
付
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

講
座
内
容
は
、
基
本
ソ
フ
ト
・
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
な
ど
。

日
時　

▼
６
月
５
日
（
火
）
▼
同
月
14

　

日
（
木
）
▼
同
月
21
日
（
木
）
＝
い

　

ず
れ
も
①
午
前
10
時
半
〜
正
午
②
午

　

後
１
時
半
〜
同
３
時
ま
で
、
１
日
２

　

回
講
座

会
場　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
（
東

　

町
１
目
、
高
齢
者
い
き
い
き
セ
ン
タ

　

ー
２
階
＝
旧
町
立
病
院
）

定
員　

各
10
人

受
講
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

旭
川
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
、
吉
岡
さ
ん
（
☎

　

22
―
０
７
０
７
、
受
付
時
間
は
午
前

　

10
時
か
ら
午
後
7
時
）

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
地
域

づ
く
り
推
進
室
☎
（
内
線
２
６
１
）

町
民
体
育
祭
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す

　

７
月
１
日
開
催
の
「
第
34
回
町
民
体

育
祭
」
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
、
地

域
の
連
帯
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

７
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

　

開
会
（
同
８
時
半
選
手
集
合
、
小
雨

　

決
行
）

場
所　

町
民
運
動
公
園
（
北
町
１
丁
目
）

参
加
資
格　

町
民
の
方
、
町
内
事
業
所

　

に
お
勤
め
の
方
、
町
内
各
種
学
校
な

 

写
真
の
町
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
写
真

の
町
課
内
写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会
☎

（
内
線
５
９
１
、
５
９
２
）

写
真
甲
子
園
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集

　

全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
「
写
真
甲
子

園
２
０
１
２
」
の
高
校
生
選
手
（
18
校
）

を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

受
け
入
れ
の
町
内
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

　

期
間
は
、
７
月
24
日
（
火
）
夕
刻
か

ら
翌
25
日
の
朝
ま
で
１
泊
。
各
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
朝
食
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
（
24
日
の
夕
食
は
主
催

者
側
で
用
意
）
。

　

受
け
入
れ
人
数
は
、
１
家
庭
当
た
り

１
校
４
人
（
選
手
３
人
、
監
督
１
人
）
。

寝
具
が
必
要
な
場
合
は
事
務
局
で
用
意

し
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
来
町
す
る
高
校
生
と

交
流
を
深
め
、
出
場
選
手
を
応
援
し
な

が
ら
、
選
手
と
一
緒
に
写
真
甲
子
園
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
写
真
甲
子
園
は
７
月
24
日

（
火
）
か
ら
同
月
27
日
（
金
）
ま
で
４

日
間
の
日
程
。
東
川
町
、
旭
川
市
、
東

神
楽
町
、
美
瑛
町
、
上
富
良
野
町
を
舞

台
に
、
出
場
選
手
た
ち
が
北
海
道
の
人

や
自
然
を
切
り
撮
っ
て
競
い
ま
す
（
７

月
28
、
29
の
両
日
は
第
28
回
東
川
町
国

際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
ん
と
こ

い
祭
り
を
開
催
）
。

制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
受
講
者
の
負

担
は
１
講
座
１
回
に
つ
き
１
人
５
０
０

円
（
１
講
座
５
回
以
内
、
材
料
費
な
ど

は
実
費
）
。

　

開
催
講
座
に
対
し
て
、
１
講
座
ご
と

に
講
師
謝
礼
金
を
補
助
し
ま
す
（
１
回

２
時
間
、
全
５
回
以
内
）
。
謝
礼
金
の

上
限
は
、
町
内
講
師
は
２
万
５
千
円
、

町
外
講
師
の
場
合
は
５
万
円
で
す
。

▼
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

　

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
講
師
を
見
つ
け
、

学
び
た
い
テ
ー
マ
を
設
け
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
５
人
以
上
）
。

▼
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座

　

主
催
者
側
（
講
師
）
で
講
座
を
計
画

し
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
で
参
加
者
を

募
集
し
て
講
座
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

趣
味
娯
楽
、
家
庭
生
活
、
文
化
教
養
、

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

該
当
の
世
帯
で
受
給
を
希
望
す
る
方

は
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
審
査
の
上
支
給
が
決
定
す
る
場

合
は
月
末
に
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

締
め
切
り　

６
月
25
日
（
月
）

受
け
付
け　

写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会

　

（
電
話
で
受
け
付
け
）

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
５
８
２
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は

道
内
２
位

　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
が
石
狩
市
に
次
い
で
道
内
２
位

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
全

国
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
別
利
用

者
ベ
ス
ト
30
に
ラ
ン
ク
・
イ
ン
し
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
、
砂
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
北
海
道
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ

ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
主
催
の
本
年
度
北

海
道
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
総
会

の
席
上
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
３
０
７
カ
所

中
、
東
川
町
は
14
位
。
道
内
ト
ッ
プ
成

績
の
石
狩
市
は
全
国
２
位
の
利
用
者
数

で
し
た
。

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠
点
と
し
て

今
後
も
利
用
し
や
す
い
環
境
作
り
を
進

め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
ぶ
機
会
を
援
助
し
ま
す

　

学
ぶ
機
会
を
広
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ

デ
ィ
講
座
」
「
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
・
カ
レ

ッ
ジ
講
座
」
の
制
度
を
用
意
し
て
皆
さ

ま
の
ご
利
用
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
る
生

活
保
護
受
給
世
帯
（
障
害
者
加
算
対

象
世
帯
を
除
く
）
②
同
居
す
る
18
歳

以
上
の
方
全
員
が
市
町
村
民
税
所
得

割
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、
高
等
学

校
に
通
学
す
る
児
童
を
養
育
す
る
世

帯
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

等
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
控
除

前
の
市
町
村
民
税
額
）

▼
給
付
金
額

○
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
1
人
に
つ

き
月
額
８
千
円
○
70
歳
以
上
の
方
が

２
人
以
上
い
る
世
帯
は
月
額
８
千
円

（
1
世
帯
当
た
り
）
○
70
歳
以
上
の
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23年度中山間制度推進協議会事業
381人

87人

294人

1組織

1団体

383人

4,310,820㎡

202団地

34,486,560円

121,377㎡

6団体

2,548,917円

4,432,197㎡

208団地

37,035,477円

2,813千円

14,814千円

19,883千円

対 象 農 地 あ り

対 象 農 地 な し

団 地 数

交 付 金 額

団 地 数

交 付 金 額

団 地 数

交 付 金 額

農 業 者

生 産 組 織

そ の 他

合 計

緩傾斜農用地面積

急傾斜農用地面積

協 定 面 積

管 理 運 営 費

個 人 配 分 額

共 同 取 組 活 動 費

対 象 者 の 概 要

対 象 農 用 地
　 お よ び 　
交 付 額 の 概 要

対 象 取 り 組 み
　 お よ び 　
事業実施の概要

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

「
今
年
1
月
1
日
現
在
で
東
川
町
に

住
所
の
な
い
方
」
は
、
同
日
現
在
の
住

所
地
で
24
年
度
（
平
成
23
年
分
）
所
得

証
明
書
の
提
出
が
必
要
（
課
税
の
状
況

が
分
か
る
も
の
）
。
住
所
地
に
て
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
認
定
結
果
は
７

月
末
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
内
線
）
５
９
９
、

（
直
通
）
82
―
５
１
０
０
、
子
育
て
支

援
推
進
室
は
☎
（
内
線
５
９
８
）
、
幼

児
セ
ン
タ
ー
☎
（
直
通
）
82
―
３
４
０

０「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
教
室
で
す
。

親
子
で
楽
し
く
遊
ん
で
お
友
だ
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

６
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

紙
皿
お
も
ち
ゃ
。
鈴
木
保
健
師
を
囲

　

ん
で
「
食
と
生
活
リ
ズ
ム
」
の
交
流
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

講
師　

保
健
福
祉
課
保
健
師
（
鈴
木
千

　

紘
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

単
身
世
帯
は
月
額
２
千
円
（
1
世
帯

当
た
り
）

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
直
近
の
生
活
保
護
決
定
通
知
書

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

②
本
年
度
の
市
町
村
民
税
が
所
得
割

非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
①
を
添
付
の
場
合
ま
た
は
今
年
１

月
１
日
現
在
世
帯
全
員
が
本
町
に
住

民
票
が
あ
っ
た
方
は
不
要
）
③
在
学

証
明
書
（
高
等
学
校
）
④
預
金
通
帳

の
写
し
（
口
座
番
号
等
の
分
か
る
面
）

福
祉
医
療
受
給
者
証
の
更
新
時
期
で

す　
各
医
療
費
受
給
者
証
（
「
重
度
心
身

障
害
者
」
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
」
「
乳

幼
児
等
」
）
の
更
新
時
期
で
す
。
手
続

き
申
請
書
類
の
提
出
期
限
は
６
月
18
日

（
月
）
（
必
着
）
で
す
。
期
日
ま
で
に

提
出
を
願
い
ま
す
（
小
学
生
就
学
前
の

乳
幼
児
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
申
請
不

要
）
。

　

現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
は
、
有
効

期
限
が
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
８
月
１
日
か
ら
制

度
適
用
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
医
療

機
関
で
各
種
診
療
を
受
け
る
場
合
に
一

般
診
療
扱
い
（
３
割
負
担
）
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

更
新
が
必
要
な
方
、
保
護
者
の
方
に

は
、
す
で
に
５
月
31
日
付
け
で
必
要
な

案
内
、
書
類
を
郵
送
で
発
送
し
て
お
り

ま
す
。

「
親
子
バ
ス
遠
足
」の
お
誘
い

　

リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
お
や
つ
を
詰

め
て
遠
足
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
美
瑛

町
に
ア
ル
パ
カ
を
見
に
行
き
ま
す
。

日
時　

６
月
22
日
（
金
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
１
時
15
分

場
所　

四
季
彩
の
丘
（
美
瑛
町
） 

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も

募
集　

20
組
程
度
（
要
予
約
、
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
入
館
料
、
当
日

　

徴
収
）

持
ち
物　

着
替
え
、
帽
子
、
お
弁
当
、

　

敷
き
物
、
飲
み
物

　

 「一緒
に
考
え
よ
う（
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
）」

　

「
か
む
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
親
子
で

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時　

６
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

は
集
団
健
診
室
）

対
象　

子
育
て
真
最
中
の
方

募
集　

10
組
程
度
（
要
予
約
）　
　

締
め
切
り　

６
月
21
日

内
容　

「
カ
ム
カ
ム
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

講
師　

役
場
栄
養
士
、
中
村 

弘
美
さ
ん

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

 

大
雪
消
防
組
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
東
消
防
署
☎
83
―

０
１
１
９

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車
が
新

し
く
な
り
ま
し
た

　

東
消
防
署
に
配
備
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
き
水
槽
車
が
、
更
新
配
備
に
な
り

ま
し
た
。

　

10
ト
ン
の
水
を
積
載
可
能
で
、
移
動

用
防
火
水
槽
と
し
て
火
災
現
場
に
出
動

し
ま
す
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
安
全
な
緊
急
走
行
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
次
世
代
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
排
気
ガ
ス
か
ら
黒
煙
が

ほ
と
ん
ど
排
出
さ
れ
な
い
環
境
配
慮
車

で
す
。

　

車
両
周
囲
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
配
置

し
、
周
囲
を
明
る
く
照
ら
し
て
、
現
場

活
動
に
従
事
す
る
隊
員
の
安
全
確
保
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
７
（
昭
和
57
）
年
に
導
入
さ

れ
た
旧
配
備
車
は
老
朽
化
の
た
め
廃
役

と
な
り
ま
し
た
。

も
う
付
け
ま
し
た
か
？
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
あ
な
た
と

あ
な
た
の
家
族
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

の
も
の
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

ご
家
庭
、
必
要
な
場
所
す
べ
て
に
設
置

し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
す
ぐ
に
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
６
月
の
設
置
義
務
化
に
伴
っ
て

設
置
が
必
要
な
場
所
は
、
寝
室
と
し
て

使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
部
屋
と
２
階

以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上

部
で
す
。

　

町
内
の
普
及
率
は
77
・
９
％
（
４

月
末
現
在
）
。
全
国
平
均
の
71
・
１
％

（
昨
年
６
月
末
）
、
全
道
平
均
72
・
５

％
（
同
）
に
比
べ
て
普
及
率
は
高
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
２
割
以
上
の
住

宅
で
未
設
置
の
状
態
で
す
。

 

農
地
・
地
籍
事
務
所
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
１
５
０
、

１
５
１
）

地
籍
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

北
海
道
告
示
に
よ
っ
て
東
川
町
の
地

籍
調
査
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
区
域
は
全
町
で
す
。
当
面
向
こ

う
12
年
間
を
目
途
に
市
街
地
地
区
（
白

地
区
域
）
か
ら
区
域
を
分
け
て
実
施
予

定
で
す
。

め
ら
れ
ま
す
。

　

境
界
が
不
明
確
な
土
地
、
部
分
的
な

区
域
で
現
地
と
土
地
図
面
が
合
わ
な
い

土
地
を
お
持
ち
の
よ
う
な
場
合
、
土
地

境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
と
、
該

当
の
土
地
だ
け
で
は
な
く
周
辺
の
あ
る

程
度
の
区
域
を
測
量
し
て
調
整
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
莫
大
な
測
量
経

費
が
か
か
り
、
個
人
で
は
い
つ
ま
で
も

土
地
境
界
線
が
確
定
解
決
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

く
調
査
事
業
で
す
。
土
地
の
位
置
、
面

積
等
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
皆

さ
ま
が
所
有
す
る
土
地
の
境
界
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
の
位
置
は
、
地
球
上
の
座
標
で

表
示
さ
れ
る
た
め
、
災
害
ま
た
は
何
ら

か
の
原
因
に
よ
っ
て
境
界
杭
が
消
失
し

て
も
正
確
で
迅
速
な
復
旧
が
可
能
と
な

　

１
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
き
３
年
を
か
け
、

次
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
年
ず
つ
ず
ら
し
て

着
手
予
定
で
す
。

　

本
年
度
調
査
開
始
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
東

町
１
丁
目
、
東
町
２
丁
目
、
21
区
の
一

部
、
25
区
の
一
部
で
す
。
調
査
開
始
ブ

ロ
ッ
ク
の
地
区
関
係
者
を
対
象
に
地
区

説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
設
置
さ
れ
る
境
界
杭
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
す
の
で
、
石
標
等
へ

の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
る
場
合
、
別
途

個
人
負
担
が
必
要
で
す
。
境
界
の
現
地

立
会
に
伴
う
交
通
費
等
も
別
途
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
境
界
調
査
及
び
面
積
に
関
す
る

測
量
を
行
い
、
正
確
な
図
面
（
地
籍
図
）

や
台
帳
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

作
成
さ
れ
た
地
籍
図
及
び
地
籍
簿
の
写

し
は
法
務
局
に
送
付
さ
れ
、
そ
れ
を
も

と
に
土
地
登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に
改

り
ま
す
。
地
籍
調
査
が
完
了
し
て
い
れ

ば
、
少
な
い
経
費
で
土
地
境
界
の
復
元

が
可
能
で
す
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
」事
業
の
報
告

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

　

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

（
藤
井
春
雄
会
長
、
事
務
局
・
町
産
業

振
興
課
農
林
振
興
室
）
は
こ
の
ほ
ど
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金

事
業
の
昨
年
度
実
施
結
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
で

交
付
対
象
要
件
を
満
た
す
農
業
者
な
ど

に
対
し
て
、
交
付
金
を
直
接
支
払
い
す

る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、

水
源
か
ん
養
、
土
砂
崩
壊
の
防
止
な
ど
、

中
山
間
地
域
が
果
た
す
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
た
め
の
対
策
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
５
年

間
の
予
定
で
第
３
期
対
策
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

▼
対
象
地
域

　

地
域
振
興
５
法
の
指
定
地
域
の
ほ
か
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
る
と
し
て

都
道
府
県
知
事
が
実
態
に
応
じ
て
指
定

し
た
地
域
（
特
認
地
域
）
等
が
対
象
で

す
。
本
町
は
農
林
統
計
上
の
中
山
間
地

域
に
該
当
し
、
町
全
域
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
、
集
落
の
概
要

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
５
年
以
上
継

続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
農
業

者
な
ど
が
対
象
で
す
。
本
町
は
全
町
を

１
集
落
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
農
地
、
交
付
額

　

対
象
地
域
内
に
あ
る
１
０
０
分
の
１

以
上
の
傾
斜
お
よ
び
一
団
の
農
用
地
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公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１.入居申込書
２.住宅等状況申告書
３.所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４.地方税の滞納がないことを証明する書類（23年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５.世帯全員分の住民票（町外の方のみ）、本籍地の表示は不要
６.その他必要と認める書類
７.印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

お申し込みに
必要なもの

受付期間 6月1日㈮～同月11日㈪

受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 2戸

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お 問 い 合 わ せ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する
場合には、入居することはできません。

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。

6月末日（期限までに入居することが要件）
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人（2人の保証人がいない場合は入居取り消し）
住まい室☎82-2111(内線115、116)

定住促進課

●公営住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
  ・上記団地①については原則4人以上
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年4月1日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

①

・昭和59年
・セラミックブロック造り2階建て
・ユニットバス付き、ボイラー付き
・物置付き
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・19,600円～
　　48,500円

清流東団地A1
3LDK（66.5㎡） 西町1丁目19番

・ガス調理器、給湯温水ボイラー、灯油暖房
・調理器、暖房機、照明は各自用意
・自治会管理の共同灯、ﾎﾟﾝﾌﾟ電気代は別途
・駐車場1台

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族がいる方
 ・上記団地①については原則4人以上
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
　※詳細はお問い合わせください

①

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・56,300円～
　　74,400円

南団地B3
3LDK（80.9㎡） 南町1丁目6番

・ガス調理器、給湯温水ボイラー、灯油暖房
・調理器、暖房機は各自用意
・別途自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
・駐車場1台

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
16
日
か
ら
５
月
15
日
ま

で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

東
町
２
丁
目　
　

落
合
シ
ズ
エ
様

南
町
２
丁
目　
　

石
上　

眞
弓
様

北
町
２
丁
目　
　

大
澤
キ
ミ
エ
様

北
町
３
丁
目　
　

香
川　
　

慧
様

21
区　
　
　
　
　

川
邊　

悦
子
様

31
区　
　
　
　
　

藤
田　

厚
志
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

  

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
や
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
毎
月
第
３
木
曜
日

午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で

社
協
相
談
室
で
。
今
月
の
相
談

日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。６

月
21
日　

奥
山　

富
雄

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○17日㈰まで
　・ピンホールフォト・フェスティバルin写
　　真の町東川町2012

○19日㈫から29日㈮まで
　・四季の彩り
6月18日㈪、同月30日㈯は作品入れ
替えのため休館

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
園
庭
大
型
遊
具
の

お
色
直
し

　

５
月
２
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤

和
代
園
長
）
で
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一
堂

で
園
庭
大
型
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
直
し

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
の
間
に
雪
の
下
で
さ
び
付
い
て
し

ま
っ
た
鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど

大
型
遊
具
は
、
黄
色
、
ピ
ン
ク
色
、
青

空
色
の
あ
ざ
や
か
な
色
に
お
色
直
し
を

し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り

が
泳
ぐ
五
月
晴
れ
の
中
、
子
供
た
ち
は

明
る
い
色
が
よ
み
が
え
っ
た
遊
具
で
元

気
な
遊
び
声
を
園
庭
い
っ
ぱ
い
に
響
か

せ
て
い
ま
す
。

法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す

あ
さ
ひ
岳
法
律
事
務
所

　

町
民
対
象
の
無
料
法
律
相
談
会
で
す
。

所
属
弁
護
士
が
直
接
面
談
し
て
相
談
を

（
１
㌶
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
面
積
）
で
、

か
つ
耕
作
者
等
の
同
意
を
得
て
い
る
こ

と
が
要
件
で
す
。

　

交
付
単
価
は
緩
傾
斜
（
勾
配
１
０
０

分
の
１
以
上
）
の
田
で
８
千
円
（
10
㌃

当
た
り
）
、
急
傾
斜
（
勾
配
20
分
の
１

以
上
）
の
田
で
２
万
１
千
円
（
10
㌃
当

た
り
）
で
す
。

▼
対
象
取
り
組
み
、
事
業
実
施
内
容

　

具
体
的
な
取
り
組
み
、
交
付
金
の
使

い
道
は
、
毎
年
集
落
で
検
討
し
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
、
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
取
り
組
み
が
協
定
参
加
者

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
管
理
運
営
費
を
除
く
全

額
を
共
同
取
組
活
動
費
、
個
人
配
分
額

と
し
て
配
分
し
て
い
ま
す
。
（
別
表
）

▼
事
業
費
の
負
担
割
合

　

通
常
地
域
で
国
２
分
の
１
、
道
と
町

が
そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
１
ず
つ
で
す
が
、

本
町
は
、
特
認
地
域
と
し
て
国
、
道
、

町
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
の
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
受
け
し
ま
す
（
原
則
１
人
30
分
間
）
。

お
悩
み
の
ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
的
確

な
法
律
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時
か

　

ら
正
午

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

料
金　

無
料
（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

あ
さ
ひ

　

岳
法
律
事
務
所
☎
49
―
７
０
０
１

精
神
保
健
相
談
、こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
受
け
付
け
てい
ま
す上

川
保
健
所

　

心
の
健
康
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
ご

相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
精
神
科

医
、
保
健
師
が
ご
家
族
の
方
を
対
象
に

し
て
健
康
相
談
も
承
っ
て
い
ま
す
。
ご

連
絡
は
子
ど
も
・
健
康
推
進
課
精
神
保

健
福
祉
係
☎
46
―
５
９
９
２

　

○
心
の
病
気
治
療
、
日
常
生
活
に
つ

い
て
○
退
院
後
の
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
が

ほ
し
い
○
家
族
の
集
ま
り
の
紹
介
―
な

ど
は
精
神
保
健
相
談
へ
。

　

○
人
に
会
わ
ず
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
○
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
○
う

つ
病
な
ど
の
病
気
が
心
配
○
眠
れ
な
い
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
○
子
供
が
不
登
校
○
過

食
（
ま
た
は
拒
食
）
の
悩
み
○
物
忘
れ

が
ひ
ど
い
○
災
害
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

う
の
が
心
配
で
眠
れ
な
い
、
不
安
だ
―

な
ど
は
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
へ
。

〔
精
神
保
健
相
談
〕

日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
１
時
半

　

か
ら
同
４
時

場
所　

上
川
保
健
所
（
旭
川
市
永
山
６

　

条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
）

内
容　

精
神
科
医
が
面
接
し
て
相
談
を

　

受
け
ま
す
（
要
予
約
、
無
料
）

〔
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
〕

日
時　

平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
午
前
８

　

時
45
分
〜
午
後
５
時

内
容　

電
話
や
面
接
（
保
健
師
が
相
談

　

を
受
け
付
け
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
５
月
号
３
㌻
、
22
㌻
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
３
㌻
君
の
椅
子
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
記
事
中
、
受
賞
者
一
覧
中

の
東
川
町
長
賞
は
「
藤
川
麻
美
」
さ
ん

の
誤
り
で
す
。
22
㌻
子
育
て
チ
ャ
ン
ネ

ル
中
、
「
１
年
を
振
り
返
っ
て
」
の

「
小
林
恵
子
」
さ
ん
は
「
菊
永
智
子
さ

ん
」
の
誤
り
で
す
。

　

小
林
恵
子
さ
ん
は
、
前
年
に
同
コ
ー

ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た
ご
父
兄
の
お
母
さ

ん
で
し
た
。
ご
迷
惑
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
改
め
て
訂
正

致
し
ま
す
。

▼

用
排
水
路
の
補
修
工
事（
35
区
）
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自

然

体

験

活

動

　

「
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
、
私
も
社

会
人
に
な
り
ま
し
た
」
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
る

と
、
か
つ
て
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
次
々
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に

川
で
流
れ
た
り
、
た
き
火
を
囲

ん
だ
り
し
た
子
ど
も
た
ち
が
社

会
人
や
大
学
生
に
な
っ
て
目
の

前
に
現
れ
る
の
は
う
れ
し
い
も

の
で
す
ね
。
子
ど
も
の
時
の
姿

と
今
の
姿
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
い

た
り
、
そ
れ
で
も
変
わ
ら
な
い

部
分
を
見
付
け
て
ほ
っ
と
し
た

り
、
彼
ら
の
お
じ
さ
ん
に
な
っ

た
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
自
然
の
中
で

遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
11
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
「
遊
び
」
と
言
っ

て
し
ま
う
と
な
ん
だ
か
不
謹
慎

な
響
き
で
す
が
、
月
に
1
回
集

ま
っ
て
森
の
中
で
遊
ん
だ
り
、

自
然
物
で
創
作
し
た
り
、
た
き

火
で
料
理
を
作
っ
た
り
と
、
私

た
ち
の
世
代
が
子
ど
も
の
頃
楽

し
か
っ
た
こ
と
を
今
の
子
ど
も

た
ち
へ
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。

少
し
塾
や
習
い
事
と
似
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

水
泳
を
習
う
と
泳
ぐ
技
術
が

身
に
つ
い
て
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
自
然
を
習
う
と
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

寒
さ
や
暑
さ
へ

の
対
処
方
法
や

危
険
な
場
所

の
見
分
け

方
、
危
険

な
生
き
物

や
植
物
を

見
極
め
る

力
は
自
然
の

中
で
遊
ぶ
た
め

に
と
て
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
体
験
を
通
し
て

自
然
の
中
で
身
を
守
り
快
適
に

過
ご
す
力
を
身
に
付
け
て
い
き

ま
す
。
自
分
自
身
の
世
話
を
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
実
は
こ
れ

が
自
然
を
習
う
と
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

自
分
自
身
の
準
備
を
整
え
て

自
然
の
中
に
出
掛
け
る
と
、
楽

し
さ
や
学
び
は
無
限
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
下
流
に
網
を
入
れ

て
上
流
か
ら
追
い
込
む
と
上
手

に
魚
を
捕
ま
え
ら
れ
る
こ
と
。

木
の
種
類
に
よ
っ
て
火
の
燃
え

方
が
違
っ
た
り
、
固
さ
さ

や
裂
け
方
が
違
っ

た
り
す
る
こ

と
。
私
た

ち
の
生
活

の

中

に

は

た

く

さ
ん
の
木

が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

森
に
た
く
さ
ん

の
命
が
あ
る
こ
と
。

自
然
と
自
分
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
。
教
え
ら
れ
る
の
で
は

な
く
体
験
か
ら
気
づ
く
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

生
き
物
を
捕
ま
え
る
こ
と
は

大
好
き
、
で
も
み
ん
な
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
す
る
の
は
大
嫌
い
。

た
き
火
だ
っ
た
ら
一
日
中
や
っ

て
い
て
も
飽
き
な
い
。
自
分
の

好
き
な
こ
と
と
嫌
い
な
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
自
分
で
分
か
っ
て
い

て
、
私
た
ち
に
や
り
た
い
こ
と

を
伝
え
て
く
る
。
活
動
を
続
け

て
い
る
と
そ
ん
な
子
ど
も
が
増

え
て
き
ま
す
。
自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
自
分
ら
し
く
い
る

こ
と
も
活
動
を
通
し
て
身
に
つ

く
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
つ
な
が

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
今
度
聞
い

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
の

時
、
自
然
の
中
で
一
緒
に
過
ご

し
た
活
動
は
君
に
と
っ
て
ど
ん

な
時
間
だ
っ
た
の
か
。
ど
ん
な

答
え
が
返
っ
て
く
る
の
か
分
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
言
葉

で
も
私
を
前
に
向
か
せ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。
そ
の
言
葉
を
胸

に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

自

然

体

験

活

動

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

22
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
る
と
、
最
近
の
国
民
１
人

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
は
平
均
千

８
４
９
㌔
㌍
で
し
た
。

　

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
約
20
年
前
に
比

べ
て
約
３
５
０
㌔
㌍
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
摂
取
量
は
減
っ
て
い
る
の
に
肥

満
者
は
増
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
摂
取

が
一
因
の
糖
尿
病
が
強
く
疑
が
わ
れ
る
人

が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
原
因
は
何

で
し
ょ
う
？

　

こ
の
期
間
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
○

睡
眠
時
間
の
減
少
○
朝
食
欠
食
者
の
増
加

○
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
て
き
て
い

る
―
と
い
う
こ
と
。

　

こ
の
い
ず
れ
も
が
生
活
習
慣
病
と
大
き

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
「
食
べ
る
時
刻
」

「
順
序
」
「
早
さ
」
が
問
題
な
の
で
す
。

「
時
間
」
は
、
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
肥

満
の
予
防
に
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
21
年
度
）
で
は
、

「
早
食
い
」
と
答
え
た
人
に
肥
満
者
が
多

く
、
「
遅
い
」
と
答
え
た
人
に
普
通
あ
る

い
は
や
せ
型
の
体
形
の
方
が
多
い
と
い
う

結
果
も
あ
る
の
で
す
。

良
く
か
ん
で
、野
菜
を
た
っ
ぷ
り

　

食
事
の
時
に
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
の
回

数
が
多
い
と
、
脳
は
満
腹
中
枢
に
働
き
か

け
て
満
腹
感
を
促
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

適
切
な
食
事
量
で
十
分
な
満
腹
感
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
良
く
か
む

こ
と
は
食
事
時
の
急
激
な
血
糖
値
の
上
昇
、

脂
肪
の
蓄
積
を
抑
え
る
う
え
で
も
重
要
で

す
。

　

「
早
食
い
」
は
、
良
く
か
ん
で
食
べ
な

い
た
め
咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
の
回
数
が
少

な
く
な
り
、
食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
り
が
ち

で
す
。

　

食
事
を
す
る
と
、
体
内
で
は
血
糖
値
が

上
昇
し
ま
す
。
そ
の
血
糖
値
を
下
げ
る
働

き
を
し
て
い
る
の
は
、
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）

か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
、
イ
ン
ス
リ

ン
で
す
。
血
糖
値
が
急
に
上
昇
す
る
と
急

激
に
大
量
分
泌
さ
れ
、
そ
の
結
果
脂
肪
の

合
成
も
促
進
さ
れ
て
肥
満
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
膵
臓
は
食
べ
過
ぎ
る
た
び
に
イ
ン

ス
リ
ン
を
大
量
分
泌
す
る
こ
と
で
過
剰
に

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
が

続
く
と
、
膵
臓
は
次
第
に
疲
労
し
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
も
不
具
合
が
起
こ
っ
て
糖

尿
病
を
誘
発
し
ま
す
。

　

肥
満
や
糖
尿
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
血

糖
値
を
急
激
に
上
昇
さ
せ
な
い
食
生
活
を

心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
1
日
３
食

の
食
事
を
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、

適
切
な
時
間
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

▼
野
菜
類
を
食
べ
よ
う

　

食
事
の
時
に
野
菜
類
を
食
べ
れ
ば
、
食

後
の
血
糖
値
が
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
し
、
膵

臓
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
現
代
人
は
食
物
繊
維
の
摂
取
量
が
減

少
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

菜
類
、
豆
類
、
果
物
を
積
極
的
に
摂
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

根
菜
、
生
野
菜
の
多
い
食
事
は
、
か
む

回
数
が
自
然
と
増
え
て
「
ゆ
っ
く
り
か
ん

で
食
べ
る
」
こ
と
に
つ
な
が
り
、
栄
養
素

の
吸
収
も
よ
く
な
り
ま
す
。
野
菜
類
か
ら

先
に
食
べ
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
野
菜
サ
ラ
ダ
に
油
分
と
酢
成
分
を

両
方
含
ん
だ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
か
け
て
食
べ
る
の
も
理
に
か
な
っ
て

い
る
食
べ
方
で
す
。

　

油
分
は
食
べ
物
が
胃
に
と
ど
ま
る
時
間

を
長
く
し
、
酢
は
食
べ
物
の
消
化
吸
収
を

遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
た
め
で
す
。
野
菜

と
一
緒
に
油
も
の
を
摂
取
す
る
こ
と
で
急

激
な
血
糖
値
の
上
昇
を
避
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
し
か
し
か
け
過
ぎ
は
よ
く
な
い

の
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　

生
活
習
慣
病
の
原
因
は
「
食
事
」「
睡
眠
」「
運
動
」の
３
要
素
。
食
事
の
量
が
多
い
こ
と
は
肥
満
を
も
た
ら
す
最
大
原
因
で

す
が
、
意
外
に
も
次
に
問
題
と
な
る
の
が
「
早
食
い
」
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
食
事
の
た
め
の
時
間
を
多
く
取
る
こ

と
が
生
活
習
慣
病
、
肥
満
、
糖
尿
病
の
予
防
に
大
切
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
適
切
な
時
間
帯
に
1
日
３
食
を
ゆ
っ
く

り
と
十
分
な
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
「
早
食
い
」は
生
活
習
慣
病
の
も
と

「
食
べ
る
時
間
」を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
肥
満
を
防
ご
う

「
早
食
い
」は
生
活
習
慣
病
の
も
と

「
食
べ
る
時
間
」を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
肥
満
を
防
ご
う
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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申し込み制
申し込み制

申し込み制
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□
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式
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総
合
企
画

N
o.704 June 2012

6月 June

保健カレンダー
お問い合わせ／保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【6月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
1日㈮テーマ「3、4歳児さん絵の具」…………10：00～11：30
7日㈭テーマ「キトウシ森林公園であそぼう」…10：00～12：00

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
4、5、6、11、12、13、18、19、20、25、26、27日
●26日㈫は午後開放（13：00～15：00、対象年齢は0～1歳児）
※会場は幼児センターです

※会場は保健福祉センターです（予防接種以外）

【7月分】

8日㈮

13日㈬
20日㈬
25日㈪

29日㈮

4日㈬
6日㈮

9日㈪
11日㈬
20日㈮
25日㈬

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室
、26日㈫、27日㈬　
集団特定健診、がん検診（旭川厚生病院）
3歳児健診

13:00～14:00
13:15～

10:00～13:00

12:45～

じっくり子育て相談
ごっくん教室
乳幼児健診　
旭川がん検診センター送迎検診
2歳ふれあいルーム
栄養教室
移動献血車来町

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

こやさいくらぶは天候により予定が変更になる場合があります。
お問い合わせ、お申し込みはお気軽に。

8日㈮
9日㈯
15日㈮
18日㈪
19日㈫
20日㈬
22日㈮
25日㈪
27日㈬

健康体操教室
こやさいくらぶ（種まき）
たすくゼミナール
リコーダーアンサンブル・イコロ演奏会
ボディーメンテナンスセミナー
メンター相談日
健康体操教室
ここりん研修会
おとなり会（茶話会）

10:00～11:00
10:00～11:30
18:00～19:30
12:30～
14:00～15:30
10:00～15:00
10:00～11:00
10:00～11:30
14:00～15:00

おいしい手料理

【白花豆のとろとろ豆スープ】
　豆に含まれる植物たんぱく、食物繊維は、血糖値、
コレステロールの上昇を抑えてくれます。腸の働きを
活発にしてデトックス効果も期待できるでしょう。
 人参にはβカロテン、トマトにはリコピンなど栄養
素が凝縮されています。玉ねぎとにんにくは炎症を抑
え殺菌作用もあるアリシンがたっぷり含まれています。
 エキストラバージン・オリーブオイルは、昔から美
容オイルといわれています。ディルは東欧では、昔か
らにきびを治すハーブとしてよく使われます。

＜材料＞（５人分）
●白花豆…450ｇ
●玉ねぎ…600～700ｇ
●にんにく…１房
●人参…200～300ｇ
●パセリ…適量（お好み）
●ディル…適量（お好み）
●エキストラバージンオリーブオイル…大さじ５～７杯

＜作り方＞
① 豆はよく洗い、一晩ぬるま湯につけます。
② 一晩つけた豆を流水でよく洗い、水を入れた鍋に
　 かけて煮込みます。水が沸騰したら塩一つまみ、
　 オリーブオイル大さじ２の割合で順に入れ、豆が
　 柔らかくなるまで約１時間半炊きます。豆が柔ら
　 かくなると、お湯がとろみを増すので、ころあい
　 を見て火を止めます（柔らかくなった豆は煮込み
　 過ぎるとつぶれてしまうので要注意）。
③ 玉ねぎ、にんにく、人参をみじん切りし、鍋にオ
　 リーブオイルをひいて材料を入れ、中火で炒めま
　 す。きつね色になったら人参を加えてさらに２、
　 ３分間炒めます。
④ ②で出来た煮汁だけを野菜を炒めた鍋に移し、野
　 菜と一緒に約10分間煮込みます。パプリカパウ
　 ダー、トマトペーストの順に鍋に加え、塩、こし
　 ょうで味を調えます。
⑤ 一度火を止め、ブレンダーを使って鍋の中の野菜
　 を砕きクリーム状にします。
⑥ ⑤を鍋に戻し、豆を加えて弱火で再度加熱。約５
　 分間煮込んで味を馴染ませます。
⑦ ディル、パセリを添えてスープ皿に盛り付けまし
　 ょう。スパイシーな味がお好きなら、お好みでホ
　 ワイトペッパーを加えてください。
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おいしい手料理

【白花豆のとろとろ豆スープ】
　豆に含まれる植物たんぱく、食物繊維は、血糖値、
コレステロールの上昇を抑えてくれます。腸の働きを
活発にしてデトックス効果も期待できるでしょう。
 人参にはβカロテン、トマトにはリコピンなど栄養
素が凝縮されています。玉ねぎとにんにくは炎症を抑
え殺菌作用もあるアリシンがたっぷり含まれています。
 エキストラバージン・オリーブオイルは、昔から美
容オイルといわれています。ディルは東欧では、昔か
らにきびを治すハーブとしてよく使われます。

＜材料＞（５人分）
●白花豆…450ｇ
●玉ねぎ…600～700ｇ
●にんにく…１房
●人参…200～300ｇ
●パセリ…適量（お好み）
●ディル…適量（お好み）
●エキストラバージンオリーブオイル…大さじ５～７杯

＜作り方＞
① 豆はよく洗い、一晩ぬるま湯につけます。
② 一晩つけた豆を流水でよく洗い、水を入れた鍋に
　 かけて煮込みます。水が沸騰したら塩一つまみ、
　 オリーブオイル大さじ２の割合で順に入れ、豆が
　 柔らかくなるまで約１時間半炊きます。豆が柔ら
　 かくなると、お湯がとろみを増すので、ころあい
　 を見て火を止めます（柔らかくなった豆は煮込み
　 過ぎるとつぶれてしまうので要注意）。
③ 玉ねぎ、にんにく、人参をみじん切りし、鍋にオ
　 リーブオイルをひいて材料を入れ、中火で炒めま
　 す。きつね色になったら人参を加えてさらに２、
　 ３分間炒めます。
④ ②で出来た煮汁だけを野菜を炒めた鍋に移し、野
　 菜と一緒に約10分間煮込みます。パプリカパウ
　 ダー、トマトペーストの順に鍋に加え、塩、こし
　 ょうで味を調えます。
⑤ 一度火を止め、ブレンダーを使って鍋の中の野菜
　 を砕きクリーム状にします。
⑥ ⑤を鍋に戻し、豆を加えて弱火で再度加熱。約５
　 分間煮込んで味を馴染ませます。
⑦ ディル、パセリを添えてスープ皿に盛り付けまし
　 ょう。スパイシーな味がお好きなら、お好みでホ
　 ワイトペッパーを加えてください。
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●トマトペースト…２～３袋
●パプリカパウダー…小さじ２
●塩…適量（お好み）
●こしょう…〃
●ホワイトペッパー…〃


